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基本目標１　生きがいづくりと健やかな暮らしの充実（計画書p.137）

施策の方向１　高齢者の地域活動や社会参加の促進

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)
27,555人 50.5%

令和４年度

(2022年度)
46,566人 85.3%

令和５年度

(2023年度)
45,673人 83.7%

令和６年度

(2024年度)
23,649人 45.0% B

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
14,456人 25.2%

令和４年度

(2022年度)
26,677人 46.6%

令和５年度

(2023年度)
39,073人 68.2%

令和６年度

(2024年度)
17,973人 31.3% C

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
1,921人 76.4%

令和４年度

(2022年度)
1,951人 77.6%

令和５年度

(2023年度)
1,983人 78.9%

令和６年度

(2024年度)
2,173人 107.6% A

令和７年度

(2025年度)

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

目標値を達成しており、生きがい活動施設や

生きがい教室については、利用者数が回復傾

向にあるため。高齢クラブについては、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により活動ができな

かったことから、会員が減少傾向にある。

コロナ禍を経たことで、受講者数の減少に未だ

影響が残っており、目標値を大きく下回ったた

め。

取組は順調に進めているが、目標値をやや下

回ったため。

新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、

入会説明会やボランティア等の自主活動を行

う中で、会員数が回復傾向にあるため。

受講者数の推移は回復傾向にあるが、目標

値を大きく下回っているため。

会員数が目標を達成しているため。

59.8% 65%

57,294人

92.0% B

2,020人

57,465人

新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、

施設を開館している中で、利用者数が徐々に

回復傾向にあるため。

多様な講座等の実施により、コロナ禍で減少し

ていた利用者数が回復傾向にあるため。

70％以上
受講者や会員数確保に向けて順調に進んで

いるため。

70% 取組は順調に進めているため。

65％以上 113.4%

54,566人

52,505人

73.7%

④

⑤

③

B

①
高齢者生きがい活動

センター利用者数

②

2,513人 B

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

生きがいがある高齢者

地区公民館主催講座

延べ受講者数

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

いきいきした地域づくり活動

に参加者として「参加意向

がある」高齢者

シルバー人材センター

会員数

C

A

１　第８期吹田健やか年輪プラン（高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画）実績一覧

　　（2025年に向けた地域包括ケアシステム構築のロードマップ）

1



施策の方向２　生涯を通じた健康づくりの推進

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
63.8% 95.2%

令和４年度

(2022年度)
63.9% 95.4%

令和５年度

(2023年度)
65.2% 97.3%

男性28.1％ 96.6%

女性20.1％ 96.8%

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

令和６年度

(2024年度)

令和７年度

(2025年度)

目標値をやや下回っているが、取組については

予定どおり遂行しているため。
44.3% 60% B

B

73.8%

67%

65%

生活習慣改善に

取り組む人の割合

生活習慣を改善する

つもりはない人の割合

目標値は下回ったものの、前年度から増加し

ており、また、心不全保健指導をはじめとする

取組を充実させたため。

吹田市スポーツ推進計画・吹田市スポーツ施

設整備方針を策定し、取組については、予定

どおり遂行しているため。

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

男性25.6％

女性17.5％

目標値は下回ったが、健康診査結果とあわせ

て国立循環器病研究センターが作成した生涯

健康支援10を活用する等、取組を充実させ

ているため。

⑥

⑦

【市民意識調査】

成人（20～84歳）の

週1回以上の運動・

スポーツ実施率

B
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基本目標２　相談支援体制の充実（計画書p.138）

施策の方向１　地域包括支援センターの適切な運営と機能強化

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
33回 97.1%

令和４年度

(2022年度)
31回 91.2%

令和５年度

(2023年度)
21回 61.8%

令和６年度

(2024年度)
6回 17.6% B

令和７年度

(2025年度)

施策の方向２　地域での支え合い機能の強化

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)
621事業所 83.5%

令和４年度

(2022年度)
622事業所 83.6%

令和５年度

(2023年度)
627事業所 84.3%

令和６年度

(2024年度)
629事業所 96.9% B

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

取組を順調に進めることができており、目標値

を達成することができているため。

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

B744事業所

81.5%

A

取組を順調に進めることができており、目標値

を達成することができているため。

取組を順調に進めることができているため。

地域ケア会議と生活支援体制整備事業の連

動を進めることにより、会議体の効率化を図っ

たため。

第８期計画は目標値を累積から年度末実績

としていたが、実態に即した目標値となっていな

かったこともあり、目標達成に至らなかったため。

地域型生活支援コーディネーターを新たに２名

配置し、地域検討会等を通しての地域での取

組の充実が図られたため。

97.6%36.1% 37%

令和元年度（2019年度）の業務実施状況の

評価については、全地域包括支援センターが評価

基準を満たしたことを確認。

A

A

令和2年度（2020年度）の業務実施状況の評

価については、全地域包括支援センターが評価基

準を満たしたことを確認。

令和3年度（2021年度）の業務実施状況の評

価については、全地域包括支援センターが評価基

準を満たしたことを確認。

38.3% 47%

34回

A

①
地域包括支援センターの

評価

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

地域包括支援センターの

認知度

地域ケア会議開催回数

②

③

令和4年度（2022年度）の業務実施状況の評

価については、全地域包括支援センターが評価基

準を満たしたことを確認。

649事業所
目標達成に向けて取組を進めているが、実績

の伸びが鈍化しているため。

40%

年輪ネットにおいて、第９期計画にかかる調査

結果からの課題について検討及びマンション交

流会を予定しているため。

50% 取組を順調に進めることができているため。

34回

小学校区単位での地域検討会等の活発化が

進み、生活支援体制整備事業との連動を踏

まえた効率的運営を進めているため。

④

⑤

高齢者見守り活動協力事

業者との連携による見守り

体制づくり協力事業者数

（年度末実績）

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

いきいきした地域づくり活動

に企画・運営として「参加意

向がある」高齢者

3



基本目標２　相談支援体制の充実（計画書p.138）

施策の方向３　権利擁護体制の充実

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - B

令和７年度

(2025年度)

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

目標値をやや下回っているため。

目標値をやや下回っているため。

2024年７月開設の「けんりサポートすいた」と

連携し、目標達成に向けて取組を進めている

ため。

B

B

36% 82.5%

83.8%20.4%

40%

29.7%

5%

0%

目標達成に向けて取り組んでいるが、目標値

までの成果には、時間を要すると思われるた

め。

⑥

⑦

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

成年後見制度認知度

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

高齢者虐待について

理解できていない介護者
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基本目標３　介護予防の推進（計画書p.139）

施策の方向１　介護予防の普及啓発の推進

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - B

令和７年度

(2025年度)

施策の方向２　住民主体の介護予防活動支援の充実

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)
17か所 113.3%

令和４年度

(2022年度)
21か所 140.0%

令和５年度

(2023年度)
21か所 140.0%

令和６年度

(2024年度)
20か所 83.3% B

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
155グループ 51.7%

令和４年度

(2022年度)
163グループ 54.3%

令和５年度

(2023年度)
172グループ 57.3%

令和６年度

(2024年度)
171グループ 91.4% B

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
2,117人 47.0%

令和４年度

(2022年度)
2,231人 49.6%

令和５年度

(2023年度)
2,327人 51.7%

令和６年度

(2024年度)
2,305人 98.0% A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
137人 67.8%

令和４年度

(2022年度)
123人 60.9%

令和５年度

(2023年度)
127人 62.9%

令和６年度

(2024年度)
127人 77.9% A

令和７年度

(2025年度)

163人

介護予防推進員

登録者数

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

新型コロナウイルス感染症流行の影響で、感

染リスクの低い屋外での活動が活発になったた

めか、目標達成できたため。

C

A

新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、取

組が活発化しているため。

B

C

2023年度から１グループ減少し、目標値を達

成の見込みが低下したため。

4,500人

202人

新型コロナウイルス感染症流行で、活動を休

止するグループもあったが、少しずつ再開。新規

のグループも立ち上がったが、目標達成には至

らなかったため。

新型コロナウイルス感染症流行で、活動を休

止するグループもあったが、少しずつ再開。新規

のグループも立ち上がったが、目標達成には至

らなかったため。

新型コロナウイルス感染症流行や現登録者の

高齢化等により、目標には至らなかったため。

C

2,351人

グループ数の減少はあったが、各グループの参

加人数の増加から、目標値の達成が見込まれ

るため。

①

いきいき百歳体操

参加者数

（活動支援1回目）

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

健康の保持・増進や介護

予防のために、心がけている

ことが「特にない」高齢者

24か所

いきいき百歳体操

実施グループ数

2024年9月現在、新規会場の新設に至って

いないため。

187グループ

4%
新型コロナウイルス感染症流行の影響もあった

ためか、目標達成には至らなかったため。

15か所

98.0%

2024年10月に養成講座を実施するが、申

込者の状況から、目標を達成する見込みがあ

るため。

2%

0%

300グループ

②

③

④

⑤

ひろばde体操

実施箇所数
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基本目標３　介護予防の推進（計画書p.139）

施策の方向３　介護予防事業の充実

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)
32.7% 100.1%

令和４年度

(2022年度)
32.2% 100.9%

令和５年度

(2023年度)
32.5% 100.4%

令和６年度

(2024年度)
32.6% 101.9% B

令和７年度

(2025年度)

32.8％以下 A

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

75歳以上高齢者の

要支援・要介護認定率

32.0％以下
新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、取

組が活発化しているため。

目標を達成できたため。

⑥
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基本目標４　自立した暮らしの実現に向けた支援の充実（計画書p.140）

施策の方向１　自立支援型ケアマネジメントの浸透・定着

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)
21.1% 30.1%

令和４年度

(2022年度)
81.0% 115.7%

令和５年度

(2023年度)
75.0% 107.1%

令和６年度

(2024年度)
92.9% 92.9% B

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
47ケース 97.9%

令和４年度

(2022年度)
48ケース 100.0%

令和５年度

(2023年度)
48ケース 100.0%

令和６年度

(2024年度)
47ケース 97.9% B

令和７年度

(2025年度)

施策の方向２　高齢者安心・自信サポート事業の充実

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
A

令和７年度

(2025年度)

施策の方向３　暮らしを支える在宅福祉サービス等の提供

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)
16,072人 85.8%

令和４年度

(2022年度)
16,647人 88.9%

令和５年度

(2023年度)
17,262人 92.2%

令和６年度

(2024年度)
17,511人 94.9% B

令和７年度

(2025年度)

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

通所型サポートサービス

事業内容の多様化を検討

B

18,447人 目標を下回る見込みであるため。

1回算定報酬を設定

1回算定報酬の適応を拡充

事業内容の縮小について検討

救急医療情報キット

延べ配布数

A

A

A

目標値を下回ったため。

取組を順調に進めることができているため。

取組を順調に進めることができているため。

訪問型Aについて、検討を進め、訪問介護部

会とも意見交換を行ったため。

通所型入浴サポートサービスについて、利用実

績がほとんどなく、実績あった事業所が廃止とな

ることから、廃止を検討したため。

A

100%

①

18,730人

70%【自立支援型ケアマネジメン

ト研修アンケート】

自立支援型ケアマネジメン

トを十分に理解している事

業者

ケアプランのケース検討数

訪問型・訪問型短期集中

サポートサービス

目標を下回る見込みであるため。

48ケース 目標を下回る見込みであるため。

訪問型Aについて、検討を継続し、介護事業

所に指定意向等の調査開始や短期集中の医

療機関への周知を開始したため。

通所型入浴サポートサービスについて、利用実

績がほとんどなく、実績あった事業所が廃止とな

り、終期を検討したため。

事業内容の多様化を検討、

医療機関との連携による周知啓発を開始

事業内容の縮小について検討

1回算定報酬を設定

1回算定報酬の適応を拡充

②

③

④

⑤

48ケース
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基本目標４　自立した暮らしの実現に向けた支援の充実（計画書p.140）

施策の方向４　介護者支援の充実

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)
1,551件 68.3%

令和４年度

(2022年度)
2,670件 117.6%

令和５年度

(2023年度)
2,779件 122.4%

令和６年度

(2024年度)
1,646件 61.6% A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - B

令和７年度

(2025年度)

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

取組を順調に進めることができているため。

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

介護を理由に退職した

介護者

介護相談件数

0%

2,670件

以上

取組を順調に進めることができているため。

⑥

⑦

2,270件

12.4%

介護離職に関する相談対応スキルの向上を

図る取組を進めているが、目標値までの効果

には時間を要すると思われるため。

ー 目標値を下回ったため。

A

0% C
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基本目標５　認知症支援の推進（計画書p.141）

施策の方向１　認知症についての啓発

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)
27,434人 87.1%

令和４年度

(2022年度)
28,386人 90.2%

令和５年度

(2023年度)
29,464人 93.6%

令和６年度

(2024年度)
30,467人 86.6% B

令和７年度

(2025年度)

施策の方向２　地域における見守り体制の構築

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)
6,147件 30.5%

令和４年度

(2022年度)
7,799件 38.7%

令和５年度

(2023年度)
9,361件 46.5%

令和６年度

(2024年度)
9,491件 86.3% A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
A

令和７年度

(2025年度)

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

B

20,135件 B

大学や企業・職域団体での受講が再開し、開

催回数が増加し、受講者の増加につながった

ため。

A

前年度実績の状況と同等と考えると、目標を

下回る見込みであるため。

①

認知症サポーター養成講座

受講者数

（年度末累積）

11,000件

35,196人

31,480人

みまもりあいアプリ

ダウンロード数

フォローアップ研修等の実施

認知症サポーターの

自主的な活動への支援

ステップアップ講座等を開催

目標を達成する見込みであるため。

年々増加傾向にあるため。

チームオレンジが1か所立ち上がったため。

ステップアップ講座等を開催

ステップアップ講座等を開催

②

③

チームオレンジが2か所立ち上がったため。
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基本目標５　認知症支援の推進（計画書p.141）

施策の方向３　認知症の人とその家族への支援

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
A

令和７年度

(2025年度)

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

随時更新・配布

関係機関に対してや講座、ホームページ等、

機会を捉えて、周知できたため。

周知・後方支援（22か所）

A

A

チームの周知

23.9% 99.6%

5,000部

効果的に周知できるよう、認知症ケアパスや

リーフレットの更新を行ったため。

関係機関に対してや講座、ホームページ等、

機会を捉えて、周知できたため。

医療機関を訪問し、チームの周知を行ったた

め。

休止していたカフェが再開したり、新規の開設も

あったため。

取組の効果により、認知度が上昇したため。

A

医療機関との連携等、新たな取組を実施した

ため。

・ホームページを活用した情報発信

・アルツハイマー月間の取組

認知症についての情報の

周知

A

支援拒否ケースの拒否の要因を探りながら、

支援につなぐアプローチを行っており、アプローチ

方法を認知症支援に関する会議で地域包括

と随時共有し、日々の業務に生かしているた

め。

医療機関と連携し、声かけ見守り訓練を実施

したため。

25%

24% A

支援拒否ケースの対応の工夫

5,000部

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

認知症に関する

相談窓口の認知度

3,500部

・アルツハイマー月間の取組

新規の開設があったため。

④

⑤

⑥

⑧

周知・後方支援（18か所）

⑦

周知・後方支援（25か所）

周知・後方支援（23か所）

支援困難事例の検証・チームの周知

認知症初期集中支援チー

ム

認知症ケアパス

認知症カフェ
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基本目標５　認知症支援の推進（計画書p.141）

施策の方向４　効果的な支援体制の構築とケア向上の取組の推進

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
A

令和７年度

(2025年度)

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

A 取組を順調に進めることができているため。

取組を順調に進めることができているため。

⑨ 認知症地域支援推進員

認知症の人の本人発信支援・

講座の開催を企画予定

・アルツハイマー月間のイベント

・認知症疾患医療センターとの連携

認知症の人の本人発信支援・

講座の開催・

関係機関の認知症対応力の向上支援
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基本目標６　在宅医療と介護の連携の推進（計画書p.142）

施策の方向１　在宅療養を支えていくための連携体制の推進

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)
25.9% 51.8%

令和４年度

(2022年度)
27.8% 55.6%

令和５年度

(2023年度)
41.4% 82.8%

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
10か所 100.0%

令和４年度

(2022年度)
10か所 100.0%

令和５年度

(2023年度)
10か所 100.0%

令和６年度

(2024年度)
10か所 100.0% A

令和７年度

(2025年度)

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

50%以上

②

目標を下回ったものの、コロナ禍以降、３年ぶ

りに参集で開催し、参加者の満足度が高かっ

たため。

目標値を達成しているため。

A

A10か所

多職種連携研修参加者の

医療介護連携の主観的満

足度

入退院支援加算の体制を

取っている病院数

①

50%以上 2024年12月11日に研修会を実施予定。

10か所 目標値を達成しているため。
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基本目標６　在宅医療と介護の連携の推進（計画書p.142）

施策の方向２　在宅療養等についての情報発信・相談支援

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
A

令和７年度

(2025年度)

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

88.2%

④

⑤

75.0%

⑦

80%

目標値に達しなかったため。

目標値に達しなかったため。

かかりつけ医、かかりつけ歯科医に比べても達

成率が低いため。

81.6%

啓発等を継続して実施しているため。

認知症ケアパスや介護保険料額決定通知

書兼納入通知書のお役立ち情報で周知

B

B

B

85%

90%

生活サポート情報（介護保険事業者以外の

家事援助）の充実を図ったため。

周知、内容の充実

目標値に達しなかったため。

生活サポート情報に車いす貸出可能な施設を

追記、市のSNSで周知を図ったため。

44.3%

A

73.8%

周知、内容の充実

・高齢者の生活サポート情報を追加掲載

・バナー表示変更

啓発等を継続して実施しているため。

70% 啓発等を継続して実施しているため。

63.3% 84.4%

B60%

75%

⑥

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

かかりつけ歯科医のいる高

齢者

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

かかりつけ薬局を決めている

高齢者

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

かかりつけ医のいる高齢者

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

人生の最終段階における医

療について話し合ったことが

ある高齢者

ポータルサイト「すいた年輪

サポートなび」

③

啓発等を継続して実施しているため。

90% 90.7%

95%
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基本目標７　安心・安全な暮らしの充実（計画書p.143）

施策の方向１　高齢者の住まいの安定確保に向けた支援

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
1回/年 100.0%

令和４年度

(2022年度)
1回/年 100.0%

令和５年度

(2023年度)
1回/年 100.0%

令和６年度

(2024年度)
1回/年 100.0% A

令和７年度

(2025年度)

施策の方向２　バリアフリー化の推進

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)
81.8% 81.8%

令和４年度

(2022年度)
90.8% 90.8%

令和５年度

(2023年度)
91.9% 91.9%

令和６年度

(2024年度)
93.6% 93.6% B

令和７年度

(2025年度)

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

住まい探し相談会

開催回数

特定経路等のバリアフリー

化整備率

窓口、電話等の相談があれば住宅改修の説

明を行っているが、やや目標値を下回ったた

め。

大阪府・耐震事業者と連携した戸別ポスティン

グを市内全34地区で行い、市内全域での木

造住宅の耐震化の啓発に努めているため。

目標を達成したため。

大阪府の事業や開発事業の影響で整備時期

が未定の路線があるが、それ以外の路線は

2024年度で整備が完了する。

15%

14.3% 10%

1回/年

93.6%

100%

①

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

住まいの困りごとが「耐震対

策ができていない」高齢者

B

A

A

B

95.2%

②

③

④

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

住まいの困りごとが「段差が

多い」認定者

20.4%

10% 引き続き、住宅改修の案内に努めているため。

5%

大阪府・耐震事業者と連携した戸別ポスティン

グを市内全34地区で行い、市内全域での木

造住宅の耐震化の啓発に努めているため。

1回/年 目標を達成したため。

100%

大阪府の事業や開発事業の影響で整備時期

が未定の路線があるが、それ以外の路線は

2024年度で整備が完了する。
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基本目標７　安心・安全な暮らしの充実（計画書p.143）

施策の方向３　防災・防犯の取組の充実

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)
82.4%

令和４年度

(2022年度)
85.3%

令和５年度

(2023年度)
88.2%

令和６年度

(2024年度)
94.1% 94.1% A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
70件

令和４年度

(2022年度)
115件

令和５年度

(2023年度)
130件

令和６年度

(2024年度)
93件 - C

令和７年度

(2025年度)

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

連合自治会単位での自主

防災組織結成率

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

住宅用火災警報器設置率

⑤

⑥

⑦ 特殊詐欺被害件数

A

A

2025年度

に100％

設置率100％

に向けた

普及・啓発

69.2%

－

0件 －

補助金交付を始めとした自主防災組織結成

支援の取組により着実に自主防災組織の結

成が進んでいるため。

予定していた取組をすべて実施できたため。－

0件 目標を達成できる見込みがないため。

100%

補助金交付のほか、補助金の活用方法を含

めた自主防災組織の活動における好事例を

情報交換会等の機会に共有していることで、

自主防災組織の結成が順調に進んでいるた

め。

100%

住宅用火災警報器の設置や維持管理の普

及・啓発活動の準備が順調に行えている。

※活動実施時期は11月及び3月

C 目標を達成できなかったため。
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基本目標８　介護サービスの充実・介護保険制度の持続可能な運営（計画書p.144）

施策の方向１　介護保険制度の持続可能な運営に向けた取組の推進

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
- - A

令和７年度

(2025年度)

施策の方向２　利用者支援の充実

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)

令和４年度

(2022年度)

令和５年度

(2023年度)

令和６年度

(2024年度)
A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
44.4% 55.5%

令和４年度

(2022年度)
48.1% 60.1%

令和５年度

(2023年度)
50.0% 62.5%

令和６年度

(2024年度)
50.0% 50.0% C

令和７年度

(2025年度)

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

新規事業の実施・効果検証

資格取得支援事業補助金のメニューの拡充

や、処遇改善支援事業を新たにスタートさせた

などの実績があるため。

目標値をやや下回っているため。

生活サポート情報に車いす貸出可能な施設を

追記、市のSNSで周知を図ったため。

減免制度の周知活動の結果、割合は増えて

きているが目標には到達しなかったため。

介護保険サービス事業所人材確保支援事業

を新たにスタートさせたため。

A新規事業の実施・効果検証

①

②

③

【高齢者等の生活と健康に

関する調査】

受けている介護保険サービ

スに満足している利用者の

割合

介護人材確保策

・高齢者の生活サポート情報を追加掲載

・バナー表示変更
A

56.9%

60%以上

81% B70%以上

周知、内容の充実

低所得者支援として、未申請の社会福祉法

人に対して引き続き申請を促す必要があるた

め。

80% C

④

「社会福祉法人等による利

用者負担軽減事業」の実

施申出をしている市内の社

会福祉法人の割合

ポータルサイト「すいた年輪

サポートなび」

認知症ケアパスや介護保険料額決定通知

書兼納入通知書のお役立ち情報で周知

周知、内容の充実

サービス向上につながる取組が継続的に行わ

れているため。

生活サポート情報（介護保険事業者以外の

家事援助）の充実を図ったため。

100%
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基本目標８　介護サービスの充実・介護保険制度の持続可能な運営（計画書p.144）

施策の方向３　介護サービスの整備

番号 ロードマップ指標 年度 実績 目標 達成率 評価 評価理由等

令和３年度

(2021年度)
9か所 100.0%

令和４年度

(2022年度)
9か所 100.0%

令和５年度

(2023年度)
9か所 100.0%

令和６年度

(2024年度)
9か所 100.0% A

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
2か所 66.7%

令和４年度

(2022年度)
2か所 66.7%

令和５年度

(2023年度)
2か所 66.7%

令和６年度

(2024年度)
2か所 66.7% B

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
2か所 66.7%

令和４年度

(2022年度)
3か所 100.0%

令和５年度

(2023年度)
3か所 100.0%

令和６年度

(2024年度)
3か所 75.0% B

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
20か所 95.2%

令和４年度

(2022年度)
21か所 100.0%

令和５年度

(2023年度)
20か所 95.2%

令和６年度

(2024年度)
20か所 90.9% B

令和７年度

(2025年度)

令和３年度

(2021年度)
9か所 90.0%

令和４年度

(2022年度)
10か所 100.0%

令和５年度

(2023年度)
10か所 100.0%

令和６年度

(2024年度)
10か所 100.0% A

令和７年度

(2025年度)

【評価基準（令和６年度）】

A：目標達成に向けて順調に進んでいる

B：目標値をやや下回る見込みである

C：改善が必要又は今後取り組む必要がある

　【評価基準（令和３年度～令和５年度）】

　A：目標を達成した

　B：やや目標値を下回った

　C：取り組みが不十分・未実施

看護小規模多機能型居宅

介護　整備箇所数

整備目標を達成したため。

2022年度選定事業者による開設が見込まれ

るため。

整備目標を達成できなかったため。

3か所

整備目標を達成したため。

⑤

⑥

整備に向け事業者を募集中であるため。

A

A

21か所

9か所

整備目標を達成したため。9か所

C

22か所

整備に向け事業者を募集中であるため。

⑨
小規模特別養護老人ホー

ム　整備箇所数

認知症高齢者グループ

ホーム　整備箇所数

定期巡回・随時対応型訪

問介護看護　整備箇所数
⑦

⑧

10か所

小規模多機能型居宅介護

整備箇所数

3か所

3か所

整備に向け事業者を募集中であるため。

整備目標を達成する見込みだったが、既存の

認知症高齢者グループホームが１か所廃止と

なったため。

10か所

A

B

4か所

2022年度選定事業者による開設が見込まれ

るため。
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今後の

取組予定

【高齢福祉室生きがいG】

ア　引き続き多様な講座や自主事業を実施。

イ　引き続きホームページでの周知を実施。

オ　引き続き12団体への支援を実施。

【高齢福祉室支援G】

ウ　介護予防推進員養成講座の実施状況や活動状況等評価していく。

エ　地域検討会等での取組内容を市民や関係機関に発信。

カ　引き続き上記取組を実施。

【高齢福祉室生きがいG】

ア　多様な講座や自主事業を実施。

イ　ホームページでの周知を実施。

オ　市内6ブロックに2団体ずつ設置された12か所の支援を実施。

【高齢福祉室支援G】

ウ　介護予防推進員養成講座を、開催日数を少なくするなど、参加しやすいよう見直しを行った。

エ　地域型生活支援コーディネーターの配置により、地域検討会等による市民や介護サービス事業者等による地域活動

　が展開されており、「生活支援コーディネーター～耳より情報局～」として関係機関に発信。

カ　市内の運営団体６団体に、運営補助を実施。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

２　第９期吹田健やか年輪プラン（高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画）年次報告

基本目標１　生きがいと健康づくり・介護予防の推進

施策の方向１　生きがいづくりの推進（計画書p.82～84（指標はp.91））

（１）集いの場の充実【高齢福祉室】

　ア　高齢者生きがい活動センター、高齢者いこいの家において、高齢者の生きがいづくり、世代間交流、健康増進等に寄与するサービス

　　を展開します。

　イ　地域の高齢者の活動拠点である高齢者いこいの間について、引き続き周知に取り組みます。

　ウ　介護予防推進員養成講座受講者の更なる増加を目指すとともに、受講者に対し、ひろばde体操等、集いの場活動での運営に協

　　力を求めます。

　エ　地域型生活支援コーディネーターの配置により、地域活動やアクティブシニアの活躍の場の創出やマッチングのコーディネートに努めま

　　す。

　オ　気軽に利用できる世代間交流の場と高齢者の閉じこもり対策事業の実施拠点となるふれあい交流サロンについて、引き続き運営補

　　助を行い、実施団体を支援します。

　カ　介護予防や生活支援等を必要とする高齢者に対し、介護予防サービス等を提供する街かどデイハウスについて、引き続き運営補助

　　を行い、実施団体を支援します。

重点取組
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受講者数の推移は回復傾向

にあるが、目標値を大きく下

回っているため。

2024年度

（2024.9末）
17,973人 56,896人 31.6% C

2025年度

地区公民館主催講座

延べ受講者数

（一年度）

2023年度 39,073人 57,294人 68.2% C

57,465人

2026年度 58,039人

多様な講座等の実施により、コ

ロナ禍で減少していた利用者

数が回復傾向にあるため。

2024年度

（2024.9末）
23,649人 51,601人 45.8% B

2025年度 52,505人

2026年度 53,410人

高齢者生きがい

活動センター利用者数

2023年度 45,673人 54,566人 83.7% B

生きがいがある

高齢者★

2026年度 - -

- - A

2025年度 70.0％以上

2023年度 73.7% 65.0％以上 113.4% A

-

（２）学習・社会参加の推進【地域経済振興室・高齢福祉室・まなびの支援課】

　ア　学びを通じてさまざまな生涯学習の契機となり、人生をより豊かにするための教養を深める「学びの場」として生涯学習吹田市民大

　　学（大学連携講座）を実施します。

　イ　地区公民館において、防災、防犯やデジタルデバイドの解消につながるスマートフォンの使い方等、現代的課題の解決に取り組むた

　　めの講座を実施します。

　ウ　趣味を通じ仲間づくりと教養の向上が図られるよう、市民ニーズに応じたいきがい教室を開催します。

　　また、いきがい教室参加者に高齢クラブ活動への案内やOB会の結成を促進するなど、経験やネットワークを生かせる場づくりに取り組

　　みます。

　エ　公益社団法人吹田市シルバー人材センターを通じて、高齢者の就業促進や機会創出、社会貢献等を進めます。

　オ　JOBナビすいたと連携した求人受付・求職者とのマッチングやシニア世代向け就職面接会の開催に取り組むとともに、高齢者が就労

　　可能な求人を取り扱う企業の開拓に努めます。

今後の

取組予定

【まなびの支援課】

ア　千里金蘭大学、関西大学（後期）、大阪学院大学との連携講座を実施予定。

イ　地区公民館における現代的課題の解決に取り組むための講座を継続。

【高齢福祉室生きがいG】

ウ　引き続き、受講生に対し同好会活動等を案内する。

エ　吹田市シルバー人材センター：会員説明会等を実施、女性会員の確保、チラシ配布やイベントの参加による普及

　活動、研修による職員の資質向上、会員の健康診査の受診奨励。

【地域経済振興室】

オ　今後も高齢者も就労可能な求人の開拓に努める。

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価 評価理由等

これまでの

取組状況

（2024.9末）

【まなびの支援課】

ア　関西大学との連携講座を会場及びオンラインにて実施。延受講者数794人。

イ　地区公民館において、現代的課題を含む主催講座を実施。延受講者数17,973人。

【高齢福祉室生きがいG】

ウ　教室開始時期及び終了時期に受講生へ同好会活動等を案内。

エ　入会説明会やボランティア等の自主活動を実施。

【地域経済振興室】

オ　中高年齢者を対象とした面接会を実施（2024.6.27）。

2025年度 2,020人

2023年度 1,983人 2,513人 78.9% B

会員数が目標を達成している

ため。

2024年度

（2024.9末）
2,173人 1,990人 109.2% A

受講者や会員数確保に向けて

順調に進んでいるため。

2024年度

（2024.9末）
-

2026年度 2,050人

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

シルバー人材センター

会員数
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これまでの

取組状況

（2024.9末）

【高齢福祉室支援G】

ア　介護支援サポーター養成研修の実施及び介護支援サポーターフォローアップ研修を行うことにより、活動者数の増加を

　目指し事業を実施。

イ　助け愛隊講座の実施。

エ　集いの場は、eコミマップ、生活支援サービス・アクティブシニアの活動場所については、すいた年輪サポートなびを活用し

　て情報発信。2023年度に情報更新済。

オ　従前の取組を継続。

カ　民間企業との連携による取組の検討。

【高齢福祉室生きがいG】

ウ　訪問活動を継続して行っている。

オ　連絡会議に参加し、他の施設との連携を深めている。

今後の

取組予定

【高齢福祉室支援G】

ア　上記取組を引き続き実施しつつ、活動者数のさらなる増加のため、登録者や受入施設へのアプローチを積極的に進

　めていくよう、吹田市社会福祉協議会と協議し、事業を展開予定。

イ　助け愛隊講座の実施。

エ　年度末に公式LINEを活用した周知を実施。

オ　継続実施。

カ　高齢者見守り活動協力事業者や地域経済振興室のメールマガジンを活用したアンケートを実施。

【高齢福祉室生きがいG】

ウ  社会環境を勘案しながら活動が行えるよう支援していく。

オ　上記取組を継続。

（３）地域活動参加への支援【高齢福祉室】

　ア　介護支援サポーターについて、登録者数、活動者数のさらなる増加を図るため、委託先の社会福祉法人吹田市社会福祉協議会

　　と連携しながら、活動できる施設の開拓や受入施設への再度の制度周知、サポーターへのフォロー等必要な方策を検討します。

　イ　アクティブシニアの活動のひとつとして、生活支援体制整備事業と連動した取組を進めます。

　ウ　一般社団法人吹田市高齢クラブ連合会が、介護予防や高齢者相互の生活支援を行う地域福祉の担い手として、高齢者友愛

　　訪問活動や生きがいづくり、健康づくりの活動・事業を行えるよう支援します。

　エ　広域型及び地域型生活支援コーディネーターを中心に社会福祉法人吹田市社会福祉協議会が運営しているeコミマップと市の情

　　報サイトであるすいた年輪サポートなびを活用し、市民に広く周知します。

　オ　高齢者生きがい活動センター、市立図書館、市民公益活動センター（ラコルタ）、ボランティアセンターなど、高齢者が多く利用する

　　公共施設等との連携による多様な情報発信を進めます。

　カ　地域活動等に必要な場所を確保するため、介護保険サービス事業者や民間企業等の空きスペース活用を図ることができるよう、地

　　域活動の規模や頻度などに応じた支援を行い、身近なところで気軽に参加しやすい環境づくりに努めます。

重点取組

年度の評価 評価理由等

いきいきした地域づくり

活動に参加者として

「参加意向がある」

高齢者★

2023年度 59.8% 65.0% 92.0% B

取組は順調に進めているため。

指標 年度 実績 目標 達成率

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

2024年度

（2024.9末）
- - - A

2025年度 70.0%

2026年度 - - -
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今後の

取組予定

【文化スポーツ推進室】

ア　市民体育館でのシニアスポーツ教室等により、スポーツ施設の利用を促進。

イ　高齢者スポーツの指導者養成については、社会体育リーダー養成講座に含め実施。

　　地域スポーツ指導者の養成・育成・活用。

ア・イ以外　年1回、ノルディックウォーキング指導者研修会を実施し、指導者を認定していく。

　　　　　　　吹田市スポーツ推進計画・吹田市スポーツ施設整備方針の進捗管理をしていく。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

【文化スポーツ推進室】

ア　市民体育館でシニアスポーツ教室等を実施し、施設の利用促進に務めた。

イ　高齢者スポーツの指導者養成については、社会体育リーダー養成講座に含め実施。

ア・イ以外　ノルディックウォーキング指導者研修会を実施し、134名の指導者を認定（2021～2024年度）。

　　　　　　　吹田市スポーツ推進計画・吹田市スポーツ施設整備方針を策定（2024.3）。

指標 年度 実績

- - - A

2025年度

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

（１）生涯スポーツの推進【文化スポーツ推進室】

成人（20～84 歳）の

週1回以上の運動・

スポーツ実施率

【市民意識調査】

2023年度 44.3% 60.0% 73.8%

目標 達成率 年度の評価 評価理由等

B

吹田市スポーツ推進計画・吹

田市スポーツ施設整備方針を

策定し、取組については、予定

どおり遂行しているため。

2024年度

（2024.9末）

65.0%

　ア　市民体育館での高齢者スポーツ教室をはじめとしたさまざまなプログラムの提供と、スポーツ施設の利用の促進に努めます。

　イ　「支えるスポーツ（人）」の取組の１つとして、加齢に伴う特性を理解し、運動方法などの正しい知識を身につけたスポーツの指導者を

　　養成・育成します。

基本目標１　生きがいと健康づくり・介護予防の推進

施策の方向２　生涯を通じた健康づくりの推進（計画書p.85～87（指標はp.91））

- - -

2026年度
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　ア　健康無関心層を含む全ての市民を対象に楽しみながら自然と健康になれるまちづくりや、市民の主体的な健康づくりを支える取組

　　などによって、くらしにとけこむ健康づくりを推進します。

　イ　少子高齢化に伴う医療・介護保険サービスの担い手の減少が進む中で、ICT などの新しい技術や市民の健康医療情報を健康増

　　進等に活用するデータヘルスの取組を進め、効果的・効率的な保健事業の展開や医療機関、介護事業者が、患者・利用者のニー

　　ズを踏まえた最適なサービスを提供できる環境整備を進めます。

　ウ　北大阪健康医療都市（健都）に集積する民間企業や研究機関との連携により、健都ならではの健康づくりの知見を生み出すとと

　　もに、先駆的な取組の全市展開をめざします。

　エ　健康への「気づき」「学び」「楽しみ」をコンセプトに整備した健都レールサイド公園、健都ライブラリーを一体的に活用し、多様な健康

　　づくりプログラムを提供します。

　オ　健都の健康・医療・介護・多世代交流をテーマとした高齢者向けウェルネス住宅において、整備・運営事業者が、自立層から要介

　　護者まで、様々なライフスタイル・状態像の人が、健やかに安心して暮らせる住宅環境の整備を行うとともに、研究事業や実証事業等

　　に希望する居住者が参画する仕組みの導入など、国立循環器病研究センターをはじめとする関係機関と連携した先進的な取組を進

　　めます。

　カ　公益財団法人吹田市健康づくり推進事業団と連携し、地域団体や事業者と協働した、市民による自主的な健康づくりを支援しま

　　す。

（２）健康づくりの推進【健康まちづくり室】

【健康まちづくり室】

ア　健康無関心層に向けた食育、食環境整備の取組の検討。

イ　健診結果の自動表示等の機能拡充に向けた検討。

ウ　健都ヘルスサポーター制度を活用した健康情報の発信及び地域実証事業の実施。

エ　健都レールサイド公園及び健都ライブラリーにおいて、引き続き健康づくりプログラムを実施。

オ　地域実証事業や健都フェスにおける連携を検討。

カ　駅前商店街や公園等で、事業者が開催するイベントにおいて、団体や企業、大学等と連携して健康に関する情報を

　発信するとともに、地域で活動する市民団体等とのネットワークを強め、地域住民主体の活動を支援。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

【健康まちづくり室】

ア　くらしに身近な商業施設での情報発信等、地域団体や企業、研究機関と連携したまちぐるみでの取組を実施。

イ　国立循環器病研究センター等と共同で開発した親子健康応援アプリ「すいろぐ」を運用。

ウ　健都において、産学官民連携による健康に係るサービス等を生み出す仕組みとして「健都ヘルスサポーター制度」を立ち

　上げ（2022.3～）。年間5件程度の地域実証事業を実施。

エ　複数のウォーキングコースやさまざまな健康遊具を配置した「健都レールサイド公園」と、同公園における市民の積極的

　かつ継続的な健康づくりを支援する「健都ライブラリー」において、両施設を一体的に活用し、年間240回以上の定期

　的かつ継続的な健康づくりプログラムを提供。

オ　高齢者向けウェルネス住宅で進める事業や活動等により、地域の医療・介護・福祉の事業者をはじめとする関係者と

　積極的に連携。

カ　地域団体や大学等と連携し、住民主体の健康づくりの取組を支援する健康まちづくり支援事業を実施

　（2021.10～）。

今後の

取組予定

重点取組
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今後の

取組予定

【成人保健課】

ア　幅広い年代が集うイベント等の関連事業にて、口腔の健康づくりに関する情報の周知と、健診の受診勧奨を行う。

イ　歯科医師会と連携を図り、継続して取組を実施。

エ　歯科医師会と連携を図り、継続して取組を実施。

　　介護職向け口腔ケア実践講座について、地域の介護施設等に出向いて実施。

【高齢福祉室支援G】

ウ　実施状況や参加者アンケートなどで評価していく。

今後の

取組予定

これまでの

取組状況

（2024.9末）

【成人保健課】

ア　歯と口腔の健康に関する情報について、市報・ホームページの掲載、関係機関でのポスター掲示やチラシ配架、イベント

　等関連事業等での啓発を実施。また、19歳の市民へ個別受診勧奨ハガキを送付し、LINEセグメントの配信などで受診

  勧奨を実施。

イ　口腔ケアセンターにおいて、歯科医師会に委託し、歯科衛生士による相談や口腔ケアに関するDVDクイズ、書籍等で

　情報発信を実施。また、市報やホームページ等で事業の周知を実施。

エ　在宅要介護者・児訪問歯科健康診査事業や介護職向け口腔ケア実践講座を歯科医師会に委託し、実施。在宅要

　介護者・児訪問歯科健康診査では、健康診査と併せて歯科保健指導を実施。歯科医師会と連携し、要介護者へ事業

　周知を実施。介護職向け口腔ケア実践講座では、口腔ケア活動推進業務として実施。

【高齢福祉室支援G】

ウ　教室を地域包括支援センターが実施することで、身近な地域で参加できるような体制とした。

【成人保健課・国民健康保険課】

ア　LINEセグメントの配信対象者の見直し。75歳以上のLINE登録者に年2回受診勧奨を送信。

イ　引き続きライフステージに合わせた受診についての啓発や、市民健康教室や市ホームページを活用した啓発に取り組む。

ウ　禁煙治療医療機関の実施状況を確認。保険会社と連携した禁煙啓発の取組について検討。

エ　慢性腎臓病（CKD）の取組を開始。

（４）歯科口腔保健の推進【高齢福祉室・成人保健課】

　ア　「吹田市歯と口腔の健康づくり推進条例」に基づき、市民の歯と口腔の健康づくりを推進し、オーラルフレイル予防についてより幅広い

　　年代に一層の周知に取り組みます。また、若い世代から切れ目ない歯科健診を実施し、歯科健康診査の受診率向上を図ります。

　イ　口腔ケアセンターにおいて、歯科衛生士が市民からの相談に随時対応します。また、高齢者向けの教室などの実施から歯と口腔の健

　　康づくりに努めるとともに、さまざまな機会をとらえ事業の周知を図ります。

　ウ　「お口元気アップ教室」や「口腔機能向上講演会」を、身近な地域で多くの高齢者が参加できるよう実施体制を見直します。

　エ　「在宅要介護者・児訪問歯科健康診査事業」や口腔ケアセンターによる「介護職向け口腔ケア実践講座」等を通じ、要介護状態と

　　なった方の口腔ケアに関する支援の充実を図ります。

　ア　国保健康診査（特定健康診査）やがん検診等の各種検（健）診について、SNS 等の新たな手法による効果的な受診勧奨を

　　行い受診率の向上を図るとともに、特定保健指導の実施率の向上を図ります。

　イ　ライフステージを踏まえた健（検）診実施体制を継続するとともに、疾病予防、タバコ対策、若い世代からのフレイル予防等、青年期

　　以降の健康づくりの情報提供や啓発を実施します。

　ウ　様々な機会に喫煙リスクの啓発と喫煙者へのアプローチを行います。

　エ　心不全対策、糖尿病性腎症重症化予防、高血圧・糖尿病治療中断者への支援等、健康課題である疾病予防対策を推進しま

　　す。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

（３）生活習慣病対策の推進【成人保健課・国民健康保険課】

【成人保健課・国民健康保険課】

ア　69歳までの方を対象としてLINEセグメントを活用した健（検）診の受診勧奨を誕生月1日に実施。

イ　①健（検）診について、誕生月とその翌月の受診、ライフステージに応じた受診を推奨。

　　　 健康診査受診対象者には生活習慣病予防に関する情報提供リーフレットを全員に配付。

　　②健康サポーター事業において、身体的フレイルについての講演会を実施したほか、大学生を対象とした健康サポーター

　　　 養成講座においてフレイルの啓発を実施。

ウ　タバコ対策として禁煙治療費助成と包括連携協定に基づき、郵便局と連携した禁煙啓発を実施。

エ　①市が実施する健康診査受診者全員に心不全リスクスコアの階層化を実施し、問診結果に合わせた健康アドバイスを

　　　 健診結果と合わせてお知らせ。ハイリスク者を対象とした集団保健指導、個別保健指導を実施。

　　②国保被保険者を対象として、糖尿病性腎症重症化予防、血圧・血糖高値者への支援としてリーフレットを送付した

　　　 うえで医療専門職による電話指導を実施。

重点取組

23



97.4%

女性17.5％

【高齢福祉室支援G】

ア・イ・ウ

　　庁内関係室課連絡調整会議及び実務担当者会議を開催。データ分析の結果から健康課題を共有。

　　フレイル予防に関するハイリスクアプローチ、ポピュレーションアプローチを実施。

エ　健康状態不明者へのアウトリーチを76歳の方へ実施し、実態把握を行うとともに、健診受診勧奨等を実施。

【成人保健課】

ア　市民健康教室、健康サポーター養成講座や各種健康診査受診後の保健指導等を活用して、若い世代からのフレイル

　について啓発を実施。

【成人保健課・国民健康保険課】

イ　健康長寿健診を実施し、後期高齢者医療保険へ移行後も、切れ目なく国保被保険者と変わらない健康診査を受診

　可能な体制を整えている。

ウ　心不全を健康課題として、心不全重症化予防のための保健指導をハイリスクアプローチとして実施し、国保被保険者か

　ら後期高齢者まで切れ目なく指導を受けることができる体制を整えた。

【高齢福祉室支援G】

ア・イ・ウ・エ

　　引き続き、健康課題の解決を目的としたハイリスクアプローチ、ポピュレーションアプローチの充実を図る。

【成人保健課】

ア　現在の取組を継続。

【成人保健課・国民健康保険課】

イ　現在の取組を継続。

ウ　現在の取組を継続。前期高齢者については、国民健康保険被保険者を対象とした保健事業の充実を図る。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

男性26.2％

（５）高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施【高齢福祉室・成人保健課・国民健康保険課】

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価 評価理由等

重点取組

　ア　若い世代からのフレイル予防に取り組みます。

　イ　高齢者の特性を踏まえた健康支援として、フレイル予防を推進し、75 歳で医療保険者が移行する後期高齢者への切れ目のない支

　　援を行います。

　ウ　KDB データや高齢者の人口推移等から健康課題の分析や事業評価を実施し、課題に応じた事業を展開します。引き続き、関係機

　　関と連携しながら、保健師・管理栄養士・歯科衛生士等の専門職が保健事業を実施します。

　エ　一定期間健診受診や医療機関受診等のない健康状態不明者へのアウトリーチ及びフレイルリスクの高い人への啓発活動、保健指

　　導に取り組みます。

女性18.0％ 97.3%

男性25.6％

男性25.0％

生活習慣を改善する

つもりはない人の割合

男性27.4％ - -

目標値は下回ったが、健康診

査結果とあわせて国立循環器

病研究センターが作成した生涯

健康支援10を活用する等、取

組を充実させているため。

男性28.1％

女性17.0％

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

2023年度

2024年度

（2024.9末）

2025年度

2026年度

-

B

女性20.4％

女性20.2％

- -
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今後の

取組予定

【地域保健課】

ア　高齢者インフルエンザワクチン接種及び高齢者新型コロナワクチン接種の実施（2024.10～2024.12）

【高齢福祉室支援G】

イ　引き続き、地域包括支援センターと連携しながら、本格的な暑さを迎える前に、啓発を行っていく。

【環境政策室】

イ　今夏の熱中症対策の状況等を居宅介護事業者等と意見交換を実施。

　また本年度作成したハンドブックについて集約した意見を参考にし、修正を検討。

　ア　高齢者のインフルエンザや肺炎球菌感染症の定期接種を市内の予防接種協力医療機関にて実施するとともに、新型コロナウイルス

　　感染症については、定期予防接種化等、国の動向に迅速に対応し発病や重症化の予防に努めます。

　イ　地球温暖化の進行に伴い、熱中症による救急搬送者数は増加傾向であり、その内、高齢者が4割以上を占めています。高齢者の

　　熱中症リスクが高いことから、地域包括支援センターをはじめとする関係機関と連携し、効果的な熱中症予防に向けた啓発活動・情報

　　発信に取り組みます。

（６）その他疾病対策等【高齢福祉室・地域保健課・環境政策室】

これまでの

取組状況

（2024.9末）

【地域保健課】

ア　高齢者肺炎球菌ワクチン接種の実施、高齢者新型コロナワクチン接種の定期化に向けた準備

【高齢福祉室支援G】

イ　ひろばde体操やはつらつ体操教室等で熱中症予防に関するミニ講座を実施。地域包括支援センターにて、熱中症予

　防に関する出前講座を実施。

【環境政策室】

イ　高齢者と関わることが多い居宅介護事業者等の団体と意見交換を実施。

　また、高齢者に向けた熱中症対策として、チラシ配布に加え、ケアマネジャーやヘルパーなどの身近な人から呼びかけること

　が、より効果的な啓発ができると考えたことから、ケアマネジャー等向けの高齢者宅訪問時に参考にしていただくためのハンド

　ブックを作成し、配布。
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重点取組

-

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

- - - B

2025年度

　ア　市報やホームページ、SNS 等を活用し、介護予防に関する情報発信を積極的に行います。

　イ　自己管理・セルフマネジメントを高齢者自らが行うことができるよう、はつらつ元気手帳（介護予防手帳）の活用を促します。

　ウ　はつらつ元気シート（基本チェックリスト）を活用できるよう、介護予防推進員等と連携しながら普及・啓発に取り組みます。

　エ　フレイル状態にある高齢者等、ハイリスク高齢者を早期に把握し、介護予防教室や講演会について、自身の身体や心の状態にあった

　　事業に参加できるよう周知します。

　オ　多くの方が参加できるよう介護予防教室を身近な会場で展開します。

　カ　多様な団体に取り組んでもらえるよう、吹田市オリジナル介護予防体操の普及を進めます。

評価理由等

健康の保持・増進や

介護予防のために、

心がけていることが

「特にない」高齢者★

2023年度 4.0% 2.0% 98.0% B

新型コロナウイルス感染症が５

類に移行し、取組が活発化し

ているため。

達成率 年度の評価

2026年度 - -

基本目標１　生きがいと健康づくり・介護予防の推進

施策の方向３　介護予防事業の充実（計画書p.88～89（指標はp.91））

（１）介護予防の普及啓発の推進【高齢福祉室】

これまでの

取組状況

（2024.9末）

【高齢福祉室支援G】

ア　吹田市民はつらつ元気大作戦年間計画に基づき、市報やホームページ、LINEで情報を発信。

イ・ウ・エ

　　はつらつ元気手帳、はつらつ元気シート（基本チェックリスト）を地域包括支援センター・介護予防推進員と連携し、

　普及啓発に取り組んだ。

オ　教室を地域包括支援センターが実施することで、身近な地域で参加できるような体制とした。

カ　吹田市オリジナル介護予防体操を、出前講座やいきいき百歳体操グループに対して実施。吹田市動画チャンネルに

　掲載中。

今後の

取組予定

【高齢福祉室支援G】

ア・イ・ウ・エ・オ・カ

　　上記の取組を引き続き行う。

指標 年度 実績 目標

2024年度

（2024.9末）
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重点取組

2024年度

（2024.9末）
127人 143人 88.8% A

2025年度 163人

2026年度 183人

2,305人 2,311人 99.7%

2,351人

2,391人

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

いきいき百歳体操

実施グループ数

参加者数

（活動支援1回目）

172グループ 300グループ 57.3%

グループ数の減少はあったが、

各グループの参加人数の増加

から、目標値の達成が見込ま

れるため。

介護予防推進員

登録者数

2023年度 127人 202人 62.9% C

2024年10月に養成講座を実

施するが、申込者の状況から、

目標を達成する見込みがある

ため。

195グループ

187グループ

179グループ

4,500人 51.7%

95.5%

2024年度

（2024.9末）
20か所 23か所 87.0% B

2025年度 24か所

2026年度 25か所

ひろばde 体操

実施箇所数

2023年度 21か所 15か所 140.0% A

2024年9月現在、新規会場

の新設に至っていないため。

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価 評価理由等

　ア　ひろばｄｅ体操について、各地域包括支援センターの圏域で２か所以上（最大３か所まで）実施できるよう支援するとともに、活動

　　を継続できるよう支援します。

　イ　いきいき百歳体操など、住民主体の介護予防活動の推進を図るため、新たな支援策を検討するとともに、活動を希望するグループに

　　対し、おためし講座、活動支援講座を行うことにより、活動実施を支援します。

　ウ　いきいき百歳体操を継続するグループに対し、医療専門職等の派遣によるフォロー講座の実施やモチベーションアップのための体力測定

　　結果のフィードバック、グループ交流や表彰等による活動継続支援を行います。

　エ　介護予防推進員の養成を行うほか、介護予防教室や講演会開催時、いきいき百歳体操の活動グループ等に対し、介護予防推進

　　員養成講座の受講勧奨を行います。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

【高齢福祉室支援G】

ア　ひろばde体操の新規会場について、地域包括支援センター等と働きかけを行っている。

イ　おためし講座、活動支援講座、フォロー講座を実施中。他市の住民主体の通いの場への補助金等の支援状況につい

　て情報収集実施。

ウ　いきいき百歳体操グループへのフォロー講座実施中。各グループの体力測定の結果をフィードバック実施。

　90歳の参加者へ、表彰を実施し、モチベーションアップを図った。

エ　教室や講演会等で、介護予防推進員養成講座を紹介。LINEで情報発信。

今後の

取組予定

【高齢福祉室支援G】

ア　引き続き、地域包括支援センターと連携しながら、新規会場の開拓について、働きかける。

イ・ウ・エ

　　上記の取組を引き続き行う。

2025年度

2026年度

C

A

2,327人

171グループ

（２）住民主体の介護予防活動支援の充実【高齢福祉室】

2023年度

2024年度

（2024.9末）
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今後の

取組予定

【高齢福祉室支援G】

ア・イ・ウ　上記の取組を引き続き行う。

エ　地域の状況の評価から、今後の取組について検討。

（３）介護予防事業の充実【高齢福祉室】

　ア　介護予防に関する相談会やパネル展示など、民間企業等と連携しながら推進します。

　イ　介護予防の取組については、民間企業等との連携の下、ICT を活用した効果的・効率的な運営をめざします。

　ウ　PDCAサイクルに基づき、各種データから介護予防事業の評価を行い、より多くの市民が事業に参加できるよう、開催場所や運営

　　方法等の見直しを図ります。

　エ　高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施についての事業評価を実施し、課題に応じて介護予防事業とも連動させた取組を展

　　開します。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

【高齢福祉室支援G】

ア　国立循環器病研究センターと吹田フレイル予防ネットを実施。フレイル予防気軽に相談会を、商業施設にて実施。

イ　ICTを活用した認知機能維持・向上に関する教室（脳いきいき教室）を民間企業に委託し実施。

ウ・エ　　いきいき百歳体操グループの活動状況やKDBデータから、地域の状況を評価。

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価 評価理由等

75歳以上高齢者の

要支援・要介護認定率

2023年度 32.5% 32.8％以下 100.4% A

新型コロナウイルス感染症が５

類に移行し、取組が活発化し

ているため。

2024年度

（2024.9末）
32.6% 32.0％以下 99.1% B

2025年度 32.0％以下

2026年度 32.0％以下

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

85歳以上高齢者の

要支援・要介護認定率

2023年度 62.2% - - -

新型コロナウイルス感染症が５

類に移行し、取組が活発化し

ているため。

2024年度

（2024.9末）
62.9% 61.0％以下 95.1% B

2025年度 61.0％以下

2026年度 61.0％以下
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793回 - - -

目標を達成する見込みがある

ため。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

【高齢福祉室支援G】

ア　地域包括支援センター長会議の他、業務別会議を設定し、連携を強化。

イ　各種会議や日常業務ではセンターごとの取組の情報共有に加え、業務改善についての提案も受け、継続的に反映。

ウ　国の「地域包括支援センターの業務評価を通じた機能強化」（通知）の内容に沿って、地域包括支援センターが自

　己評価を行い、市が1次評価を実施（毎年度実施）。地域包括支援センター運営協議会においても、センター業務に

　ついて意見を聴取。

エ・オ　地域ケア会議ブロック別定例会（2024.5)、自立支援型ケアマネジメント会議(2024.5,7,9)、すいたの年輪ネット

　(2024.6)を開催。

今後の

取組予定

【高齢福祉室支援G】

ア・イ・ウ　引き続き取組を継続。

エ・オ　各会議の連携・連動の取組を継続。

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価 評価理由等

地域包括支援

ネットワーク会議の

開催・出席回数

2023年度

基本目標２　地域における支援体制の充実

施策の方向１　地域包括支援センターの適切な運営と機能強化（計画書p.93（指標はp.105））

（１）地域包括支援センターの適切な運営と機能強化【高齢福祉室】 重点取組

　ア　引き続き地域包括支援センター間の役割分担及び情報共有、連携強化を進めます。

　イ　日常的な会議や研修を通じて、職員のスキルアップやフォロー体制の充実等、業務負担軽減について継続的に取り組みます。

　ウ　市は、各地域包括支援センターの運営が適切かつ公平・公正に行われているかなどの点検・評価を行い、その結果を公表します。

　　すべてのセンターが地域に根ざした、地域包括ケアシステムの中核機関としての役割を果たせるよう、後方支援・総合調整を実施しま

　　す。

　エ　地域ケア会議では、関係機関が集まり、援助を必要とする高齢者及びその家族に対し、保健・医療・福祉サービスの総合的な提供や

　　関係機関のネットワークの構築を進めるため、事例検討等による地域課題の把握や、解決策の検討に基づいた地域づくり活動に取り組

　　みます。

　オ　地域ケア会議とすいたの年輪ネット（吹田市高齢者生活支援体制整備協議会）との連動を進め、多方面からのネットワークづくりを

　　進めます。

2024年度

（2024.9末）
321回 510回 62.9% A

2025年度 520回

2026年度 530回

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価 評価理由等

　ア　各地域包括支援センターが地域活動や圏域の民間事業所との連携を強化し、地域に根ざした特色ある活動で市民に身近な総合

　　相談窓口としての機能を発揮します。

　イ　地域包括支援センターが市民にとってより身近な存在になるよう、出前講座、認知症サポーター養成講座等の場を活用するとともに、

　　さまざまな機会を通じてちらし等を配布するなど、周知に努めます。

重点取組

これまでの

取組状況

（2024.9末）

【高齢福祉室支援G】

ア  地域包括支援センターがそれぞれでチラシを作成し、地域と連携して配付。地域住民や多様な事業者との顔の見える

　関係づくりに取り組んでいる。

イ　出前講座等の地域包括支援ネットワーク構築のための場や活動を通じて周知を進めている。

今後の

取組予定

【高齢福祉室支援G】

ア・イ　引き続き上記取組を継続。

（２）相談窓口の周知・充実【高齢福祉室】

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

A

取組を順調に進めることができ

ているため。

81.5%

-- -

地域包括支援センター

の認知度★

2023年度 38.3%

2024年度

（2024.9末）
- - - A

2025年度 50.0%

2026年度

47.0%
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これまでの

取組状況

（2024.9末）

【高齢福祉室支援G】

ア・オ　「ダブルケア」や「8050問題」、複合課題を抱える高齢者等を総合相談業務にて把握し、適切な支援に繋げている。

【福祉総務室】

イ　令和５年度は「吹田スタジアムフェスタ2023」の市の施策啓発ブースで、ＣＳＷの認知度向上に向けた取組を実施。

【生活福祉室】

ウ　生活困窮者の多様な相談について、複合的な課題への迅速な対応のため、関係機関との連携を強化し、適切なサー

　ビス提供につなげる。

【障がい福祉室】

エ　高齢障がい者がサービスを利用しやすいよう、地域包括支援センターや基幹相談支援センター、障がい者相談支援セ

　ンターが連携し、お互いの制度を十分に活用できる体制を整え、支援を進めてきた。

今後の

取組予定

【高齢福祉室支援G】

ア・オ　高齢者の地域の相談窓口として、地域と顔の見える関係づくりに努め、多機関から情報が寄せられやすい体制を

　構築する。

【福祉総務室】

イ　今年度ＣＳＷと連携して職員研修を開催し、市職員に対しても認知度向上に努める。

【生活福祉室】

ウ　引き続き、複合的な課題を有する生活困窮者に対して、適切なサービス提供につなげるために、関係機関との連携を

　強化する。

【障がい福祉室】

エ　自立支援協議会において、関係機関等のネットワーク体制の整備(情報共有・相互連携)を行い、より緊密な連携の

　強化や、包括的なネットワーク体制の構築を図っていく。

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価 評価理由等

地域包括支援センター

の相談件数

2023年度 31,724件

　ア　重層的支援体制整備事業の進捗に合わせ、複合的な課題を抱える世帯全体への支援について、地域包括支援センターが関係機

　　関と組織的に連携し、課題解決や介護家族者への支援に取り組みます。

　イ　社会福祉法人吹田市社会福祉協議会に設置しているコミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）は、地域密着の生活・福祉の相談

　　員として、悩みごとなどを抱えた住民の話を聞く個別支援と地域福祉活動の活性化や必要な仕組みの開発を行っています。重層的支

　　援体制整備事業の進捗に合わせて、ＣＳＷの機能強化を進めるとともに認知度向上を図ります。

　ウ　生活困窮者自立支援センターにおける相談支援を引き続き主としながら、8050 問題にも関連するひきこもりに関するネットワーク会議

　　がより機能するよう、関係機関等との連携を強化します。

　エ　高齢障がい者がサービスを利用しやすいよう、基幹相談支援センター、障がい者相談支援センターと地域包括支援センター等が連携

　　し、各制度を十分に活用できる体制を整え、支援に取り組みます。

　オ　ヤングケアラーやダブルケア等の多様な世代の家族介護者について、地域包括支援センターが関係機関と連携し、適切な制度につな

　　ぐ支援に取り組みます。

基本目標２　地域における支援体制の充実

施策の方向２　地域での支え合い機能の強化（計画書p.94～96（指標はp.105））

（１）相談支援の連携体制の構築【福祉総務室・生活福祉室・高齢福祉室・障がい福祉室】 重点取組

- - -

目標達成に向けて順調に進ん

でいるため。

2024年度

（2024.9末）
15,795件 33,745件 46.8% A

2025年度 36,230件

2026年度 38,715件

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある
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これまでの

取組状況

（2024.9末）

【福祉総務室】

ア　地区福祉委員会によるグループ援助活動（いきいきサロンやふれあい昼食会等）について、運営補助を行い地域活動

　を支援。

イ　民生・児童委員活動について、補助を行い各地区の民生・児童委員活動を支援。

【高齢福祉室生きがいG】

ウ　地域のセーフティネットの一つとして、ひとり暮らし高齢者等の安否確認・話し相手となることにより孤立化を防いでいる。

【高齢福祉室支援G】

エ　高齢者見守り活動協力事業者との連携による見守り事業周知のため、タクシー・はりきゅうクーポンの事業者の更新時

　に「高齢者支援事業者との連携による見守り」のチラシを同封。「大阪府高齢者にやさしい地域づくり推進協定」を締結し

　た企業に対して協力を依頼。

オ　介護保険事業者以外の家事援助を行う事業者情報を追加。すいた年輪サポートなびのチラシを新たに郵便局に配

　架。

今後の

取組予定

【福祉総務室】

ア　引き続き上記支援を実施。

　　地区福祉委員会活動において、コロナ後の新たな生活様式を見据え、また地域課題に柔軟な対応ができるよう、社会

　福祉協議会とともに補助内容の検討を行う。

イ　引き続き上記支援を実施。

　　市退職者説明会において、民生・児童委員の担い手を募集するなど担い手確保に取り組んでいるが、今後は、さらに

　PRの場を拡大していく。

【高齢福祉室生きがいG】

ウ　高齢者が増加していく中で、今後も引き続き高齢者友愛訪問活動ができるように委託法人と随時協議をしていく。

【高齢福祉室支援G】

エ　引き続き、上記取組を実施するとともに、地域福祉市民フォーラムに見守り活動協力事業者の参画や出席を呼びか

　け、フォーラム開催後には報告チラシを送付し、見守り活動への意識醸成に取り組む。

オ　取組の継続、年度末に市LINEで周知予定。

（２）地域における支え合い活動への支援【福祉総務室・高齢福祉室】

　ア　社会福祉法人吹田市社会福祉協議会の地区福祉委員会は、おおむね小学校区ごとにつくられた地域福祉推進のための住民組織

　　で、市内３３委員会が設置されています。ふれあい昼食会やいきいきサロン等、地域の実情に合わせた活動が継続でき、さらに活性化

　　するよう必要な支援に取り組みます。

　イ　民生委員・児童委員は地域住民の相談に応じ、行政などの関係機関につなげる役割を担うほか、安心・安全カードを活用し、高齢

　　者世帯の見守り活動に取り組みます。また、新たな担い手確保等の課題解消に向けて必要な支援に引き続き取り組みます。

　ウ　一般社団法人吹田市高齢クラブ連合会を通じ、ひとり暮らし高齢者等を訪問して日常生活の状況把握を行い、孤独感の解消と地

　　域社会との交流を深めるため、引き続き高齢者友愛訪問活動を実施します。

　エ　高齢者見守り活動協力事業者との連携による見守り体制づくりとして、郵便局や宅配業者、介護保険サービス事業者等、日ごろ、

　　高齢者と関わりのある民間事業者にも日常業務を通じて見守り活動に協力してもらえるよう事業周知を進めます。

　オ　高齢者が自立した在宅生活を継続できるよう、民間企業や団体等が実施している生活支援サービス情報等の地域のインフォーマル

　　サービス情報を集約し、すいた年輪サポートなびで情報提供を行います。

31



　ア　広域型生活支援コーディネーターが、地域型生活支援コーディネーターや地域住民等、コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）、

　　地域包括支援センターと協働して、地域活動の創出をめざす取組を進めます。

　イ　すいたの年輪ネット（吹田市高齢者生活支援体制整備協議会）の構成団体と委員、広域型生活支援コーディネーター、地域型

　　生活支援コーディネーターが協働で、ボランティアの養成講座や研修を開催し、積極的にアクティブシニアに参加を呼びかけていきます。

　ウ　地域型生活支援コーディネーターが、地域活動やアクティブシニアの活躍の場の展開を促進できる環境の整備をめざします。また、

　　広域型生活支援コーディネーター、地域型生活支援コーディネーターと情報を共有し、身近な地域での支え合いを進めます。

　エ　地域づくり・資源開発について、地域ケア会議と連動し、双方向による取組を進めるとともに、情報やネットワークを共有し、資源の充

　　実を図ります。

　オ　地域の特性に応じた地域活動等への参加を促進するために、生活支援体制整備に関する取組や市民周知を進めます。

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価 評価理由等

今後の

取組予定

【高齢福祉室支援G】

ア　地域版助け愛隊の検討。

イ　「マンション交流会」の開催（2024.12.12)。

ウ  助け愛隊講座。

エ　小学校区単位の地域検討会。

オ　「マンション交流会」の市公式LINEによる周知を新たに実施。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

【高齢福祉室支援G】

ア　広域型・地域型生活支援コーディネーターの働きかけにより、施設の協力が得られ、亥の子谷地域包括の管轄内で

　スーパー閉鎖に伴う移動支援が一定の期間（12回）行われた。延56人が利用。

イ　「マンション交流会」企画会議を協働で実施。

ウ　助け愛隊講座の臨時開催。

エ　第1回すいたの年輪ネットで地域ケア会議との双方向の取組を説明、「報告と取組」をホームページで公表。

オ　生活支援コーディネーター～耳より情報局～を発行。

（３）生活支援体制の整備に向けた仕組みづくりの推進【高齢福祉室】

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

A

年輪ネットにおいて、第９期計

画にかかる調査結果からの課

題について検討及びマンション

交流会を予定しているため。

97.6%

-- -

いきいきした地域づくり

活動に企画・運営と

して「参加意向がある」

高齢者★

2023年度

2024年度

（2024.9末）
- - - A

2025年度 40.0%

2026年度

36.1% 37.0%
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（１）在宅療養を支えていくための連携体制の推進【高齢福祉室・保健医療総務室・警防救急室】

　ア　医療と介護の連携した対応が求められる必要な４つの場面「日常の療養支援」「入退院支援」「急変時の対応」「看取り」に応じた

　　目指すべき姿を設定し、各場面をテーマとして、医療・介護関係者を対象とした多職種連携研修会を実施します。

　イ　ケアマネジャー等が業務に必要な知識が得られるよう、ケアマネ塾やケアマネ懇談会を開催します。

　ウ　人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）の基本的な概念や具体的な支援方法について、医療・介護関係者に対する理

　　解促進の取組を実施します。

　エ　医療関係者に対する在宅医療への理解促進について取組を実施します。

　オ　医療・介護関係者等が利用者等の情報を共有し、切れ目のない在宅医療と介護保険サービスの提供体制構築を図るための活用

　　ツールの利用状況を把握し、効果的なツールに見直しを進めます。

　カ　介護関係者や関係機関と市の連絡サイトの吹田市ケア倶楽部において、医療・介護等の情報発信を行い、情報共有を促進しま

　　す。

　キ　在宅療養者に対する必要な医療が提供できるよう、かかりつけ医の定着促進や急変時に後方支援を行う医療機関の充実、連携強

　　化等の取組を実施します。

　ク　地域包括支援センターが在宅医療・介護連携を支援する相談窓口となり、相談内容から課題を抽出し、対応策を検討することで、

　　医療介護関係者の連携体制の充実を図ります。

　ケ　救急現場において、人生会議に基づく心肺蘇生の実施を望まない意思を示された事案について、医療・介護関係者と連携し、本人

　　や家族の意思に沿った救急活動の体制を整理します。

基本目標２　地域における支援体制の充実

施策の方向３　在宅医療と介護の連携の推進（計画書p.100～102（指標はp.105））

これまでの

取組状況

（2024.9末）

【高齢福祉室支援G】

ア　「急変時の対応」をテーマとした多職種連携研修会開催に向けて検討。

イ　ケアマネ塾、ケアマネ懇談会をケアマネの要望に応じて実施。

オ　令和5年度末の在宅医療・介護連携推進協議会にてトリトンモニターから抽出した各種連携加算取得状況を把握し、

　ツールの活用状況を推測。

カ　ケア倶楽部の活用を継続。未登録の訪問介護事業所に登録勧奨の個別通知を実施。

ク　ケアネット実務者懇話会（2024.7.19）にて、センターの相談事例から課題がある事例を報告し、対応策を共有。

【保健医療総務室】

ウ　私の思い記入シート（人生会議啓発リーフレット）の活用の手引きの配付。

エ　医師会主催の研修会（病院職員や開業医が対象）で、吹田市における在宅医療に関する取組を報告。

　　医療介護関係者向け人生会議研修会の動画公開中。

カ　病院、診療所、歯科診療所、薬局に関する医療介護関係者向け情報を「吹田市ケア倶楽部」に掲載及び情報更

　新。

キ　吹田市地域医療推進懇談会を実施し、在宅医療推進やかかりつけ医定着促進等に関するテーマについて議論を実

　施。

【警防救急室】

ケ　豊能地域救急メディカルコントロール協議会（以下豊能MC協議会）にて人生会議に基づいた救急現場での心肺蘇

  生等のあり方に関する対応検討ワーキンググループを設置し、医師、介護関係者等と、対応について検討（2023）。

　本人や家族の意思に沿った救急活動の体制を整理し、豊能MC協議会にて承認（2024.7）。

今後の

取組予定

【高齢福祉室支援G】

ア　「急変時の対応」をテーマとした多職種連携研修会開催（2024.12.12）。

イ　継続実施。

オ　令和6年度在宅医療・介護連携推進協議会で報告（2025.2）。

カ　継続実施。

ク　医療機関別の事例検討を実施予定。

【保健医療総務室】

ウ　11月の人生会議の日に併せて、吹田市ケア倶楽部による情報発信等による、医療介護関係者向けの啓発を継続して

　実施予定。

カ　「吹田市ケア倶楽部」の活用促進を図るとともに、医療機関情報を随時更新。

キ　吹田市地域医療推進懇談会を実施し、在宅医療推進やかかりつけ医定着促進等に関するテーマについて議論を実施

　予定。

　　医師会の協力を得ながら、在宅医間の連携を目的とした情報交換会の実施を検討。

【警防救急室】

ケ　救急現場にて人生会議に基づく心肺蘇生の実施を望まない意思を家族等から示された場合、かかりつけ医師や介護関

　係者と連携し、出来る限り本人の意向に沿った救急活動開始。(2024.10～）

重点取組
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指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価 評価理由等

入院時情報連携加算

件数

2023年度

54.6% A
2024年度

（2024.9末）
837件 1,533件

- - -

目標を達成する見込みがある

ため。

2026年度 1,571件

2025年度 1,552件

1,683件

67か所

2023年度 58か所

2026年度 675件

2024年度

（2024.9末）
67か所 65か所 103.1% A

2025年度 66か所

- -

退院退所加算件数

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

在宅療養支援

診療所数

2026年度

-

目標を達成する見込みがある

ため。

-

2023年度 591件

- -

目標値を達成しているため。

2024年度

（2024.9末）
321件 621件 51.7% A

2025年度 648件
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これまでの

取組状況

（2024.9末）

【高齢福祉室支援G】

ア　地域包括支援センター等の相談窓口に啓発チラシを配架。

ウ　地域包括支援センターが実施する出前講座で、在宅療養に関しても工夫して実施。

エ　市立図書館と連携した図書館パスファインダー等の周知を実施。

オ　令和6年度版エンディングノートを、地域包括支援センター等相談窓口や、医療機関等に配架。

カ　様々な機会を通じて、すいた年輪サポートなびの周知を実施。また、市内の介護事業所や医療機関等に調査を行い、

　掲載に向けて働きかけを行った。

【保健医療総務室】

ア・イ・ウ

　　リーフレット「大切な人とあなたの人生会議」「私の思い記入シート」の配布。

　　医療介護関係者に向けて、ACP市民啓発プログラムを周知。

　　かかりつけ医等に関する啓発チラシ配布やSNSにより情報発信を実施。

　　人生会議やかかりつけ医等に関する出前講座を実施。

　　2023年市民講演会「知ってトクする医療の話」の動画公開中。

カ　病院、診療所、歯科診療所、薬局に関する市民向け情報を更新し、「すいた年輪サポートなび」に掲載するとともに、

　医療介護関係者向け情報を更新し「吹田市ケア倶楽部」に掲載。

今後の

取組予定

【高齢福祉室支援G】

ア　在宅医療・介護連携推進協議会で、前年度実施した医療機関、地域包括支援センターによる出前講座の実績を

　集約（2025.2）。

ウ・エ・オ・カ

　　各種取組の継続実施。

【保健医療総務室】

ア・イ・ウ

　各種リーフレットやACP市民啓発プログラム等による継続的な啓発実施。

　人生会議やかかりつけ医等に関する出前講座を継続的に実施。

　市民シンポジウム「まるっとわかる在宅医療」を開催予定。

カ　「年輪サポートなび」の活用促進を図るとともに、医療機関情報を随時更新。

重点取組（２）在宅療養等についての市民啓発の推進【高齢福祉室・保健医療総務室】

　ア　在宅療養や看取り、適切なサービス利用等についての理解を深める市民啓発を進めます。また、啓発方法や内容を工夫するととも

　　に、医療・介護関係者による主体的な市民啓発の展開を促します。

　イ　在宅医療についての理解の促進や、かかりつけ医等を持つこと、病床の機能分化と連携を踏まえた適切な受診行動の推奨、人生会

　　議の推進等、市民の医療に対する意識の醸成を図ります。

　ウ　在宅療養に関する出前講座を実施するとともに、認知症や介護予防などの出前講座を行う際に在宅療養についても触れるなど、在

　　宅療養への理解を進めます。

　エ　市立図書館において、在宅療養に関する情報を掲載した図書館パスファインダーを周知し、関連書籍の貸し出しを行います。

　オ　エンディングノートについて、各地域包括支援センターやいきいき百歳体操のフォロー講座で配布、医療機関への配架等を通じて普及

　　します。

　カ　医療・介護資源や生活サポート情報をすいた年輪サポートなびにおいて提供します。また、関係機関によるすいた年輪サポートなびの

　　活用を進めます。
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評価理由等

かかりつけ医の

いる高齢者★

2023年度 81.6% 90.0% 90.7% B

啓発等を継続して実施している

ため。

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価

2024年度

（2024.9末）
- - - A

2025年度 95.0%

2026年度 - - -

B

かかりつけ歯科医の

いる高齢者★

啓発等を継続して実施している

ため。

2024年度

（2024.9末）
- - - A

2025年度 90.0%

2026年度 - -

2023年度 75.0% 85.0% 88.2%

-

2024年度

（2024.9末）
- - - A

2025年度 45.0%

2026年度 - - -

2023年度 44.3% 60.0% 73.8% B

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

かかりつけ薬局を

決めている高齢者★

2023年度 63.3% 75.0% 84.4% B

啓発等を継続して実施している

ため。

啓発等を継続して実施している

ため。

人生の最終段階に

おける医療について

話し合ったことがある

高齢者★

2024年度

（2024.9末）
- - - A

2025年度 80.0%

2026年度 - - -

36



　ア　市民や大学生、小・中学生、民間企業など、様々な人に向けた認知症サポーター養成講座の開催を積極的に進めます。

　イ　認知症キャラバン・メイトによる地域特性を生かした効果的な認知症サポーター養成講座の企画等を行い、認知症の正しい知識の普

　　及を図ることができるよう支援します。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

【高齢福祉室支援G】

ア・イ　地域包括支援センターをはじめ、市内の公共施設や商業施設等でのポスター掲示及びちらし配布、市報やホームペー

ジへの掲載、市の介護予防教室等で周知を図っている。また、地域包括支援センターが地域活動を通して地域の企業・団体

に働きかけを行い、土日や夜間の時間帯、オンラインなど幅広い年齢層へ向けた講座の開催につなげている。小学校や大学へ

の講座実施の働きかけにより、複数の教育機関で、講座を実施ができた。

今後の

取組予定

【高齢福祉室支援G】

ア・イ　上記の取組を引き続き実施。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

【高齢福祉室支援G】

ア・イ・ウ・エ・カ

　地域包括支援センターをはじめ、市内の公共施設や商業施設等でのちらし配布、市報やホームページへの掲載等で周知を

図った。認知症ケアパスを、認知症サポーター養成講座、アルツハイマー月間の展示等に配架した。図書館とも連携し、認知

症に関する本の展示やコーナーを設けた。

オ　2024年3月に認知症サポーターステップアップ講座にて、認知症の人の話を聞く機会を作ることができた。

今後の

取組予定

【高齢福祉室支援G】

ア・イ・ウ・エ・カ

　上記の取組を引き続き実施。令和6年度の企画を次年度に生かせるよう振り返りを行う。

　済生会吹田病院で「吹田市オレンジフェア」として声かけ見守り訓練を行う（2024.10）。

オ　上記の取組を引き続き実施。

（２）認知症サポーターの養成【高齢福祉室】

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価 評価理由等

認知症に関する

相談窓口の認知度★

2023年度 23.9%

　ア　地域包括支援センターでのちらしの配布やホームページ、市報等のほか、世界アルツハイマー月間の機会の活用等、多様な方法で

　　引き続き情報発信します。

　イ　地域包括支援センターが若年性認知症の人も含めた相談窓口であることを、市報やホームページ、認知症ケアパスを通じて周知す

　　るとともに、医療機関との連携を進めます。

　ウ　認知症ケアパスに認知症支援に特化した社会資源の情報も盛り込み、市民への情報発信を行います。

　エ　すいた年輪サポートなびにおいて、認知症の診断・対応等ができる医療機関の情報についての情報発信を行います。

　オ　地域包括支援センターの総合相談における認知症に関する相談から、認知症の人本人の声や様子を認知症地域支援推進員が

　　集約し、認知症の人本人の意見を聞く機会や発信する仕組みづくりを進めます。

　カ　市立図書館や公民館等と連携し、認知症に関する情報を掲載した図書館パスファインダーの周知や関連書籍の展示、連続講座

　　の開催など多様な方法で情報発信を行います。

基本目標３　認知症施策の推進

施策の方向１　認知症についての啓発（計画書p.107（指標はp.112））

（１）身近な場所での認知症の情報の周知【高齢福祉室】 重点取組

24.0% 99.6% A

医療機関との連携等、新たな

取組を実施したため。

2024年度

（2024.9末）
- - - A

2025年度 25.0%

2026年度 - - -

年度 実績 目標 達成率

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

指標 評価理由等

認知症サポーター

養成講座受講者数

（年度末累積）

前年度実績の状況と同等と考

えると目標を下回る見込みであ

るため。

年度の評価

2023年度 29,464人 31,480人 93.6% B

2024年度

（2024.9末）
30,467人 32,926人 92.5% B

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

2026年度 37,466人

2025年度 35,196人
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評価理由等

目標を達成しているため。

2024年度

（2024.9末）
9,491件 9,400件 100.1% A

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

2025年度

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価

【高齢福祉室支援G】

ア・イ・ウ・エ

　介護保険事業者連絡会、地域ケア会議、認知症サポーター養成講座、民生・児童委員長会議、福祉委員長会議等

で、市民や民間事業者の従業員等に周知を行っている。

【障がい福祉室】

エ　障がい者相談支援センターにおいて、若年性認知症の方への支援ガイドブックやコールセンターのパンフレットを設置し、

周知を図っている。また、地域包括支援センターと障がい者相談支援センターの連携を図ってきた。

【高齢福祉室支援G】

ア・イ・ウ・エ

　引き続き様々な機会をとらえて周知活動を行っていく。

【障がい福祉室】

エ　若年性認知症に関する必要な知識を習得し、自組織でできることや、多分野・多職種連携について考えることを目的と

して、令和6年11月に指定事業者向けに若年性認知症研修を実施予定。

　ア　徘徊高齢者ＳＯＳネットワーク、認知症老人徘徊感知機器の貸与（介護保険制度）の積極的な周知を図るとともに、認知症高

　　齢者等支援対象者情報提供制度、運転免許自主返納等による支援対象者情報提供制度を活用します。

　イ　認知症の人の意思決定支援など、人権が守られるよう、地域包括支援センターと中核機関等の関係機関、多職種との連携により、

　　各種制度利用の促進等に取り組みます。

　ウ　若年性認知症を含む認知症の人の意欲や能力に応じた社会参加の機会確保等に取り組みます。また、市内事業者等に対して、

　　若年性認知症についての理解促進が図られるよう啓発を行います。

　エ　障がい者相談支援センター（６か所）において、若年性認知症の方への支援ガイドブックやコールセンターのパンフレットを設置し、周

　　知を行います。また、地域包括支援センターと障がい者相談支援センターの連携を図ります。

（１）早期発見・早期対応に向けた支援の充実【高齢福祉室】 重点取組

　ア　認知症の早期発見のため、さまざまな機会に認知症チェックリスト（簡易なチェックツール）や認知症ケアパスを積極的に活用します。

　イ　ＩＣＴを活用した脳体力測定を実施する機会を持ち、気づきを促す取組を進めます。

基本目標３　認知症施策の推進

施策の方向２　認知症の人とその家族への支援（計画書p.108～109（指標はp.112））

2026年度 12,700件

B

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

（２）認知症の人とその家族への支援の充実【高齢福祉室・障がい福祉室】

【高齢福祉室支援G】

ア　認知症チェックリストや認知症ケアパスをホームページ等で啓発した。認知症チェックリストにおいて、ウェブ上でチェックでき

　るよう該当ホームページのリンクを設定。

イ　フレイル予防気軽に相談会や出前講座、健康等に関するイベントで、脳体力測定を実施。

【高齢福祉室支援G】

ア・イ　引き続き上記の取組を実施。

11,000件

みまもりあいアプリ

ダウンロード数

2023年度 9,361件 20,135件 46.5%
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評価理由等

前年度実績の状況と同等と

考えると目標を下回る見込み

であるため。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

【高齢福祉室支援G】

ア　広報活動を継続する中、新規開設や活動再開した認知症カフェがあった。2024年6月時点で25か所開設。

イ　施設独自で、イベント等開催し、相談に対応する場が作られてきた。

年度の評価

【高齢福祉室支援G】

ア・イ　引き続き上記の取組を実施

今後の

取組予定

（３）身近な地域での相談や集える場所の確保【高齢福祉室】

指標 年度 実績 目標 達成率

　ア　認知症カフェについて、ちらしの配布やホームページへの掲載などの広報を行うほか、地域包括支援センター等とも連携し、必要な人が

　　認知症カフェ等につながるよう、社会参加の機会の確保に取り組みます。

　イ　認知症高齢者グループホームや介護老人福祉施設などの介護事業者が有する知識や人材、経験等を生かし、地域において在宅で

　　生活する認知症の人やその家族に対し、介護方法などに関する専門的な支援や相談を行ってもらえるよう、事業者に対して働きかけま

　　す。

2023年度 14校区 - -

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

-

2024年度

（2024.9末）
14校区 18校区 77.8% B

2025年度 18校区

2026年度 18校区

認知症カフェがある

中学校区数
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【高齢福祉室支援G】

ア　竹見台地区で徘徊高齢者捜索模擬訓練実施予定（2024.12）。

イ　引き続き上記の取組を実施。

　ア　認知症の人や家族のニーズを認知症サポーターや多様な支援者とつなぐ仕組みであるチームオレンジの構築を推進します。

　イ　チームオレンジの設置のため、認知症サポーターステップアップ講座を引き続き開催します。

　ウ　地域包括支援センターが認知症サポーターの主体的な活動を支援するため、認知症サポーターのネットワークづくりや活動に関する

　　情報提供、活動の場との橋渡しを行います。

【高齢福祉室支援G】

ア・イ・ウ

　吹六地区に2チームめのチームオレンジが立ち上がった（2024.4）。

　認知症サポーターステップアップ講座を1回企画開催（2023年度）。

【高齢福祉室支援G】

ア・イ・ウ

　引き続き上記の取組を実施。

　認知症サポーターステップアップ講座を開催予定（2025.3）。

評価理由等

前年度実績の状況と同等と考

えると目標を下回る見込みであ

るため。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

指標

チームオレンジ設置数

年度の評価

2023年度 1件 - - -

2024年度

（2024.9末）

年度 実績 目標 達成率

15件

（１）地域における見守り体制構築に向けた支援【高齢福祉室】

これまでの

取組状況

（2024.9末）

基本目標３　認知症施策の推進

施策の方向３　効果的な支援体制の構築とケア向上の取組の推進（計画書p.109～111（指標はp.112））

重点取組

今後の

取組予定

（２）チームオレンジ等への活動支援【高齢福祉室】

2件 6件 33.3% B

2025年度

重点取組

　ア　認知症地域サポートとして、単一自治会やマンション単位等の小規模な徘徊高齢者捜索模擬訓練の実施に向けて、市報等で

　　訓練の啓発を行うとともに、訓練を通じた地域ネットワークの構築を推進します。

　イ　市内事業者に対して、認知症バリアフリー社会の実現に向けて作成された手引きの周知を行い、事業者における主体的な取組

　　の促進を図ります。

【高齢福祉室支援G】

ア　声かけ見守り訓練の実施手引き書について、より取り組みやすいよう見直しを行った。

イ　アルツハイマー月間の取組において、市内事業所向けにチラシ「認知症サポート事業所普及事業」を配架し、啓発

　を行った。

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

2026年度 15件

40



今後の

取組予定

（３）認知症初期集中支援チームによる取組の推進【高齢福祉室】

認知症初期集中

支援チームが

医療介護保険サービスに

つないだ割合

2023年度 97.7% - -

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

【高齢福祉室支援G】

ア　認知症が疑われる人、認知症の人やその家族に対して、支援チーム員が訪問し、専門的な知識・技能を有する医師の

　助言を受けながら、適切な医療・介護サービスにつなげる等安定した在宅生活をおくるための支援を行っている。

イ　2023年度に1回、2024年7月に1回目を実施。

　ア　認知症初期集中支援チームと支援機関等で役割分担を行い、複雑な課題を有している支援困難ケースを支援します。また、

　　認知症初期集中支援チームから介護関係者等に早期につなぐことで、地域における医療と介護が連携した認知症の人への対応

　　力を強化します。

　イ　認知症初期集中支援チームについて、認知症初期の支援を包括的・集中的に行い、本人の望む生活を支援するため、外部

　　有識者による公正・適切な業務運営の評価を行い、その結果を公表します。

【高齢福祉室支援G】

ア　引き続き上記の取組を実施。

イ　2024年11月に2回目実施し2024度末までに公表予定。

評価理由等

3～6か月間の支援になるた

め、下半期には達成する見込

み。

2026年度 90.0％以上

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価

これまでの

取組状況

（2024.9末）

2024年度

（2024.9末）
88.0% 90.0％以上 97.8% A

2025年度 90.0％以上

-
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重点取組

今後の

取組予定

（５）支援体制の質の向上【福祉指導監査室・高齢福祉室】

これまでの

取組状況

（2024.9末）

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

　ア　病院等における認知症の人への対応や研修等の現状を把握し、医師や看護師等に対して認知症サポート医との連携による研修等を

　　行います。

　イ　若年性認知症も含めた認知症の人やその家族などが、誰もが気軽に集まって交流ができる居場所である認知症カフェへの後方支援を

　　行います。

　ウ　認知症の状態に応じた適切なサービス提供の流れを示す認知症ケアパスの情報更新と普及・啓発に取り組みます。

　エ　認知症高齢者グループホームと協働した取組の検討・認知症の人本人の意見を聞く機会の検討を行うとともに、ニーズに合った支援の

　　検討を行います。

　オ　認知症地域支援推進員について、認知症の人が容態の変化に応じ必要な医療・介護保険サービス等を効果的に受けられる体制の

　　ために、外部有識者による公正・適切な業務運営の評価を行い、その結果を公表します。

　カ　認知症疾患医療センター等の専門医療機関とも連携し、効果的な連携体制の構築に取り組みます。

【高齢福祉室支援G】

ア　大阪府済生会吹田病院と事例検討会（勉強会）を企画開催（2024.9）。

イ　認知症カフェの運営・開設の支援実施。認知症カフェ一覧の更新を実施（2024.6）。

ウ　認知症ケアパスを更新し、チームオレンジ等の情報を追加。

　　各図書館等にてアルツハイマー月間における普及啓発を実施（2024年度）。

エ　認知症サポーターステップアップ講座において認知症の人や家族の声を聞く場を企画開催（2023年度）。

　　チームオレンジ立ち上げ支援や認知症伴走型支援事業構築の助言等行った。

オ　2023年度に1回、2024年7月に1回目実施。

カ　認知症医療センターと会議を開催（2023年度）。大阪市弘済院附属病院と協働し若年性認知症の啓発開催。

【高齢福祉室支援G】

ア　大阪府済生会吹田病院と協働し声かけ見守り訓練を実施予定（2024.10）。

イ・ウ・エ　引き続き、上記の取組を実施。

オ　2024年11月に2回目実施し2024年度末までに公表予定。

カ　連携が深まってきたことから、認知症医療センター連携会議は2年毎の開催へ。次回は2025年度に開催予定。

　ア　介護従事者の認知症対応力の向上が図られるよう、全事業所に義務化された介護従事者の認知症介護基礎研修受講の状

　　況を確認し、受講できていない事業所に対し受講するよう指導します。

　イ　認知症支援に係る医療介護連携の取組を地域包括支援センターや認知症地域支援推進員とともに進めます。

【福祉指導監査室】

ア　本市ホームページ上で、動画配信により集団指導を行い、また、運営指導の実施に際し、受講状況を確認し、適切な

　指導を実施。

【高齢福祉室支援G】

イ　認知症地域支援推進員、認知症初期集中支援チーム、地域包括支援センター、高齢福祉室で定期的に会議を開

　催し情報共有を行っている。

【福祉指導監査室】

ア　本市ホームページ上で、動画配信により集団指導を行い、また、運営指導の実施に際し、受講状況を確認し、適切な

　指導を実施。

【高齢福祉室支援G】

イ　引き続き上記の取組を実施。

（４）認知症地域支援推進員による取組の推進【高齢福祉室】
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基本目標４　生活支援・介護保険サービスの充実

施策の方向１　自立支援型ケアマネジメントの浸透・定着（計画書p.114（指標はp.125））

　ア　自立支援型ケアマネジメントを実践した当事者の発表や、当事者同士が交流できる機会を設ける等、自立支援型ケアマネジメントに

　　ついて市民向けの意識啓発を行います。

　イ　高齢者自身がはつらつ元気手帳を活用し、基本チェックリストによる生活機能低下の自己チェック、生活目標や介護予防に資する活

　　動を記載することで、セルフマネジメントの促進を図ります。またその内容を家族や支援者等と共有することでモチベーションの維持向上に

　　つなげます。

　ウ　高齢者安心・自信サポート事業において、自立支援・重度化防止につながる取組を行った事業所（地域包括支援センター、居宅

　　介護支援事業所、通所介護事業所、訪問介護事業所）に対して評価する広報インセンティブ付与に関する事業を実施します。

【高齢福祉室支援G】

ア　市民対象に、2023年度から自立支援型ケアマネジメントを実践した当事者の発表等の高齢者報告会を開催。

イ　高齢者向けの講座等で高齢者自身がはつらつ元気手帳を活用し、基本チェックリストによる生活機能低下の自己

　チェック、生活目標や介護予防に資する活動を記載することで、セルフマネジメントの促進が図られていることを伝えている。

ウ　高齢者安心・自信サポート事業において、自立支援・重度化防止につながる取組を行った事業所（地域包括支援

　センター、居宅介護支援事業所、通所介護事業所、訪問介護事業所）に対して評価する広報インセンティブ付与に

　関する事業について、事業者向けの研修会等の機会を捉えて周知・説明。

【高齢福祉室支援G】

ア　市民対象に、自立支援型ケアマネジメントを実践した当事者の発表等の高齢者報告会を開催予定。

（2024.11.27）

イ・ウ　引き続き上記の取組を実施。

評価理由等

地域包括への周知・啓発は一

定進んでいるが、介護保険サー

ビス事業所の研修会への参加

や自立支援型ケアマネジメント

会議への事例提供が少なく、ま

た、訪問型短期集中サポート

サービスを活用する居宅介護

支援事業所が少ないため。

目標 達成率 年度の評価

通所型

訪問型

1事業所 -

0事業所 -

0事業所

広報

インセンティブ

付与件数

指標 年度 実績

（１）自立支援型ケアマネジメントの啓発【高齢福祉室】

これまでの

取組状況

（2024.9末）

2024年度

(2024.9末)

2023年度

2025年度

- -

4事業所

今後の

取組予定

9事業所

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

2事業所 4事業所

居宅

通所型

訪問型

居宅

通所型

訪問型 6事業所

15事業所

10事業所

C22.2%

居宅

通所型

訪問型

居宅

2026年度

3事業所

0事業所 -

0事業所 2事業所

6事業所
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これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

（２）自立支援型ケアマネジメントの事業者への浸透・定着【高齢福祉室】 重点取組

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価

　ア　自立支援・重度化防止の積極的な取組の推進をめざし、市、地域包括支援センター、介護保険サービス事業者等の意識の共有を

　　進めるとともに、引き続き自立支援型ケアマネジメントに関する研修会を行います。

　イ　介護支援専門員資質向上研修の際に、自立支援型ケアマネジメントの十分な理解の促進も図られるよう努めます。

　ウ　多職種が協働して、事例検討による自立支援型ケアマネジメント会議を継続して実施し、自立支援に資するケアマネジメント実践の

　　定着と充実を図り、介護予防・重度化防止をめざします。

【高齢福祉室支援G】

ア　大阪府アドバイザー派遣を活用し、自立支援ケアマネジメントの研修を地域包括支援センター及び居宅介護支援事

　業所向けに開催し、自立支援型ケアマネジメント会議の取組と分析結果を報告（2024.9）。

イ　介護支援専門員資質向上研修の際に、自立支援型ケアマネジメントの十分な理解の促進も図られるように努める。

ウ　多職種が協働して、事例検討による自立支援型ケアマネジメント会議を継続して実施し、自立支援に資するケアマネ

　ジメント実践の定着と充実を図り、介護予防・重度化防止をめざす。（2024.5、7、9）

【高齢福祉室支援G】

ア・イ・ウ　引き続き上記の取組を実施。

評価理由等

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

A

2024年度

（2024.9末）
92.9% 100% 92.9% B

2025年度 100%

2026年度 100%

自立支援型

ケアマネジメントを十分に

理解している事業者

【自立支援型

ケアマネジメント研修

アンケート】

2023年度 75.0% 70.0% 107.1%

目標を下回る見込みであるた

め。

44



基本目標４　生活支援・介護保険サービスの充実

施策の方向２　高齢者安心・自信サポート事業の充実（計画書p.116（指標はp.125））

　ア　高齢者安心・自信サポート事業において、引き続き、従来の介護予防訪問介護と同等サービスである訪問型サポートサービスや生活

　　行為の回復・向上に重点を置いた訪問型短期集中サポートサービスを実施します。

　イ　サービスの多様化・充実に向けて、安価な費用で生活援助を行う訪問型サービスＡの構築等に努めます。

【高齢福祉室支援G】

ア　訪問型短期集中サポートサービス実践報告会の実施（2024.7.5)。

イ　訪問型Aの構築に向けて、訪問介護部会と懇談、人材不足や訪問型サービスAの指定意向等のアンケート調査を

　実施。

【高齢福祉室支援G】

ア　訪問型短期集中サポートサービスの医療機関への周知啓発を開始（2024.9～）。

イ　訪問型Aの構築について検討を継続。

年度の評価 評価理由等

事業所数の維持が図られて

いるため。

　ア　高齢者安心・自信サポート事業において、引き続き、従来の介護予防通所介護と同等サービスである通所型サポートサービスを実施

　　します。

　イ　訪問型短期集中サポートサービスの中で実施する通所型サポートサービスにおいて、多職種連携による支援の充実や多様化を推進

　　します。

【高齢福祉室支援G】

ア　継続実施。

イ　訪問型短期集中サポートサービス実践報告会への個別参加勧奨。

訪問型サポート

サービス事業所数

2023年度 127事業所

2026年度 130事業所

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

評価理由等

事業所数の維持は概ね図ら

れているため。

（１）多様な主体による生活支援の充実に向けた支援【高齢福祉室】

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

（２）通いの場の充実に向けた支援【高齢福祉室】

指標 年度 実績 目標 達成率

達成率

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

- - -

2024年度

（2024.9末）
129事業所 126事業所 102.4% A

2025年度 128事業所

【高齢福祉室支援G】

ア　継続実施。

イ　訪問型短期集中サポートサービス登録事業所を増やすための取組を検討予定。

2025年度

指標 年度 実績 目標

-

2026年度

年度の評価

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

--

96事業所

通所型サポート

サービス事業所数

2023年度 88事業所

2024年度

（2024.9末）
89事業所 94事業所 94.7% B

95事業所
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基本目標４　生活支援・介護保険サービスの充実

施策の方向３　在宅高齢者と家族介護者への支援（計画書p.117～118（指標はp.125））

　ア　高齢者が安全に在宅生活を継続できるよう、介護保険サービスとは別に、市独自で緊急通報システム事業、高齢者日常生活用具

　　給付事業、救急医療情報キット配布事業、高齢者世帯声かけサービスを実施します。

　イ　高齢者の在宅生活を支援するために、介護保険サービスとは別に、市独自で高齢者訪問理美容サービス事業、はり・きゅうマッサージ

　　クーポン券事業、高齢者・介護家族電話相談事業（高齢者サポートダイヤル）、安心サポート収集を実施します。

　ウ　通院を必要とする要介護認定者等に対して通院困難者タクシークーポン券事業を実施します。また、高齢者の外出のための支援策

　　をまとめたリーフレットを活用し、さまざまな移動支援サービスの周知を図ります。

【高齢福祉室支援G】

ア　緊急通報システムに接続する人感センサーの設置要件を拡充（2024年度～）。地域包括支援センターでの受付

　や、サービスの手引き、申請書類と記入例をホームページに掲載し、周知。

イ　高齢者訪問理美容サービスの事業内容を拡充（2024年度～）。地域包括支援センターでの受付や、サービスの

　手引き、申請書類と記入例のホームページ掲載、介護保険結果被保険者証送付の際のお知らせ等を通じて、周知。

ウ　利便性の向上につながるよう、クーポン券の複数枚利用を可能とした（2024年度～）。

　また、外出支援リーフレットを作成し、ホームページに掲載。

【水道部総務室】（高齢者声かけサービス）

ア　実施世帯7件

【事業課】（安心サポート収集）

イ　65才以上の登録者件数 393件

【福祉総務室】

ア　地区福祉委員会によるグループ援助活動（いきいきサロンやふれあい昼食会等）について、運営補助を行い地域活動

　を支援。

【高齢福祉室支援G】

ア・イ　引き続き、上記取組を継続。

ウ　引き続き、通院を必要とする要介護認定者等に対しクーポン券事業を実施。

【水道部総務室】（高齢者声かけサービス）

ア　ホームページ及び市報等で広報

【事業課】（安心サポート収集）

イ　 サポート収集を実施。

【福祉総務室】

ア　引き続き上記支援を実施。

　　地区福祉委員会活動において、コロナ後の新たな生活様式を見据え、また地域課題に柔軟な対応ができるよう、社会

　福祉協議会とともに補助内容の検討を行った。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

評価理由等

昨年度実績の状況と同等と考

えると、目標を下回る見込みで

あるため。

2026年度 19,047人

2025年度 18,447人

2024年度

（2024.9末）

18,730人 92.2% B

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

年度の評価

救急医療情報キット

延べ配布数

2023年度 17,262人

（１）自立した在宅生活への支援【福祉総務室・高齢福祉室・事業課・水道部総務室】

指標 年度 実績 目標 達成率

17,511人 17,847人 98.1% B
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介護離職に関する相談対応ス

キルの向上を図る取組を進めて

いるが、目標値までの効果には

時間を要すると思われるため。

重点取組

　ア　重層的支援体制整備事業の進捗に合わせ、複合的な課題を抱える世帯全体への支援も含め、離職防止の支援も視野に地域包

　　括支援センターが関係機関と連携して課題解決に取り組みます。

　イ　事業者向けセミナーを開催し、労働者が育児・介護休業を取得しやすい環境をつくるための情報を周知します。

　ウ　市民及び市内の事業者に対して、仕事と介護の両立の支援を含むワーク・ライフ・バランスの推進に向けた啓発や講座を実施します。

【高齢福祉室支援G】

ア　地域包括支援センターに対し「仕事と介護両立のポイント～あなたが介護離職しないために～」を周知。

　　積極的な相談対応に取り組む。

　　実態把握のために、総合相談内容における介護離職の相談件数の把握を開始（2021.4～）。

【地域経済振興室】

イ　働き方改革に関するセミナーを実施（2023.10.31）。

【人権政策室・男女共同参画センター】

ウ　ワーク・ライフ・バランスについて市内の事業者への研修や、広報誌ソフィアで市民等への啓発を行った。

【高齢福祉室支援G】

ア　地域包括支援センター職員他が育児介護休業法を学ぶ研修を企画する等、相談対応スキルの向上に取り組む

（2024年度中）。

【地域経済振興室】

イ　働き方改革に関するセミナーを実施予定（2024.11.29）。

【人権政策室・男女共同参画センター】

ウ　今後も市内事業者への研修や、市民等への啓発を行っていく。

評価理由等

0% -

　ア　介護用品支給事業、高齢者・介護家族電話相談事業（高齢者サポートダイヤル）、徘徊高齢者ＳＯＳネットワーク等の高齢者

　　在宅福祉サービスを提供するとともに、事業周知に努め、在宅での生活が継続できるよう支援します。

　イ　地域包括支援センターは、介護者が抱える不安の解消に向け、気軽に相談できる窓口として機能するとともに、広く男性も参加しや

　　すい地域活動の展開を支援する等、工夫に取り組みます。

　ウ　男女共同参画センターでは、男性介護者への支援につながる取組として、男性向け家事講座を実施しているほか、人間関係や日常

　　生活への悩み・不安を相談できる、男性のための相談窓口を開設しており、市報・ホームページ・SNS 等を活用して周知します。

【高齢福祉室支援G】

ア　介護用品支給の事業内容を拡充（2024年度～）。地域包括支援センターでの受付や、サービスの手引き、申請書

　類と記入例のホームページ掲載、介護保険結果被保険者証送付の際のお知らせ等を通じて、周知。

イ　地域包括支援センターでは、家族介護者が情報共有できる場への支援や男性介護者が参加しやすい地域活動

　メニューの工夫等に取り組んでいる。

【人権政策室・男女共同参画センター】

ウ　男性向けの初心者料理講座や男性のための電話相談を実施。

【高齢福祉室支援G】

ア、イ　引き続き上記取り組みを継続。

【人権政策室・男女共同参画センター】

ウ　今後も男性向けの家事講座や男性のための電話相談を継続して実施。

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

C

2024年度

（2024.9末）
- - - B

2025年度 0%

2026年度

介護を理由に退職した介

護者★

2023年度 12.4%

-- -

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価

今後の

取組予定

これまでの

取組状況

（2024.9末）

（２）家族介護者への支援の充実【人権政策室・男女共同参画センター・高齢福祉室】

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

（３）介護離職防止に向けた取組の推進

　　　【人権政策室・男女共同参画センター・地域経済振興室・高齢福祉室】
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基本目標４　生活支援・介護保険サービスの充実

施策の方向４　介護保険サービス利用者の支援の充実（計画書p.119（指標はp.125））

　ア　吹田市介護保険に関する冊子「介護と予防」の普及・啓発に努めるとともに、３年に一度の介護保険制度改正年度には、

　　外国語版や点字版、音声版を作成します。

　イ　ポータルサイトすいた年輪サポートなびの定期的な更新を行い、より鮮度の高い情報提供を行います。

【高齢福祉室介護保険G】

ア 「介護と予防」を毎年度作成し、吹田市各施設に設置。介護保険制度等の周知を行う。

【高齢福祉室支援G】

イ　定期的な情報更新を実施。

【高齢福祉室介護保険G】

ア　外国語版・点字版・音声版を作成予定（2024年度中）。

【高齢福祉室支援G】

イ　市報10月号ですいた年輪サポートなびを周知。介護事業所に空き情報更新への協力依頼を実施。

評価理由等

目標を達成しているため。

　ア　災害による大きな損害を受けた場合や失業・長期入院等で大きく収入が減少した場合など、介護保険料の納付や利用料の支払い

　　が困難になった場合に介護保険料及び利用料の減免を行うとともに、制度の周知に努めます。また、課税状況や収入、資産等の一定

　　の条件を満たす方に対しても、保険料及び利用料の軽減を行います。

　イ　利用者負担額の軽減を実施した社会福祉法人に対して軽減額の一部を助成することにより、利用者の負担軽減の促進を図りま

　　す。

【高齢福祉室介護保険G】

ア・イ　要件を満たす場合に減免を適用。

　減免の制度説明の記載があるパンフレットを窓口に配架及び保険料関係の送付物に同封して制度の周知を実施。

【高齢福祉室介護保険G】

ア・イ　引き続き、減免制度の周知を行う。

評価理由等

低所得者支援として、未申請

の社会福祉法人に対して引き

続き申請を促す必要があるた

め。

2024年度

（2024.9末）
50.0% 80.0% 62.5% C

2026年度

80.0%

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

C62.5%

100%

「社会福祉法人等に

よる利用者負担軽減

事業」の実施申出を

している市内の

社会福祉法人

2023年度 50.0%

2025年度 100%

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価

今後の

取組予定

これまでの

取組状況

（2024.9末）

2024年度

（2024.9末）
115,627回 111,816回 103.4% A

2025年度 116,652回

2026年度 121,698回

今後の

取組予定

（２）低所得者支援の充実【高齢福祉室】

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価

ポータルサイト「すいた

年輪サポートなび」

アクセス数

2023年度 182,337回 - - -

（１）介護保険制度の情報提供の充実【高齢福祉室】

これまでの

取組状況

（2024.9末）
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基本目標４　生活支援・介護保険サービスの充実

施策の方向５　介護保険制度の持続可能な運営に向けた取組の推進（計画書p.120～124（指標はp.125））

　ア　資質の向上の取組として、介護人材の資質の向上と確保・定着を促進するため、職員の研修や資格取得に取り組む介護保険

　　サービス事業者を支援します。

　イ　労働環境・処遇の改善の取組として、介護人材の確保、定着及び資質の向上に繋がるよう、介護職員処遇改善加算等の新規

　　取得等を目指す介護保険サービス事業者を支援します。

　ウ　大阪府と連携し、介護現場における生産性向上業務の効率化・介護保険サービスの質の向上等を推進するため、事業者に対して

　　大阪府が実施する施策（介護ロボットやＩＣＴの活用、外国人材を含めた介護人材の確保・定着等）の周知等を行います。

　エ　人材の参入促進として、幅広い世代の多様な人材の参入を促進するため、ハローワーク、就労支援機関ＪＯＢナビすいたと連携し、

　　求職者と市内の介護保険サービス事業者とのマッチングを行う等、合同面接会や説明会、介護の仕事の魅力を発信するセミナー等を

　　行います。

　オ　ＪＯＢナビすいたにおいて、市内介護事業者を中心に求人情報を常に求職者へ情報提供し、随時職業紹介を実施するほか、介

　　護職員初任者研修を実施します。

　カ　北摂地域介護人材確保連絡会議において、地域における介護人材確保に関する情報提供、意見交換等を行うほか、吹田市介

　　護保険事業者連絡会と協力し、介護フェアや市報等を通じて介護の仕事に対するイメージアップを図るなど、行政と関係機関が連携し

　　て介護人材の確保及び定着を促進します。

　キ　事業の効果検証や、介護人材に係る調査の結果を踏まえて、より効果的な介護人材確保策に取り組みます。

　ク　介護事業者の負担を軽減する取組として、新規指定・更新申請や加算に関する届出等をオンラインにて行うことができる電子申請・

　　届出システムを導入し、介護保険サービス事業者による活用を推進します。

　ケ　全ての介護保険サービス事業者に義務付けられているパワーハラスメントに関する方針の明確化及び相談体制の整備など適切なハラ

　　スメント対策が実施されているか運営指導等において確認・指導を行うことにより、介護現場の環境改善を進めます。また、介護事業者

　　へのカスタマーハラスメント防止の取組として、啓発ちらしによる周知を行います。

　コ　生活困窮者に対し、介護職員の研修や資格取得支援に関する情報提供を行います。

【高齢福祉室計画G】

ア　介護職員の離職防止・資質の向上を図るため、従業者等に介護資格取得研修又は介護福祉士試験を受けさせた

　介護サービス事業者に対し、予算の範囲内において、介護資格取得支援事業補助金を交付。

イ　介護職員等処遇改善加算の新規取得・上位加算の取得等を希望する介護サービス事業所に対して、オンライン研

　修や専門家による個別訪問等を実施。

ウ　介護現場における生産性向上業務の効率化・介護保険サービスの質の向上等を推進するため、事業者に対して大阪

　府が実施する施策を吹田市ホームページ、吹田市ケア倶楽部（吹田市と介護事業所や医療・福祉に従事する関係者

　を結び、情報連携を行う情報共有連絡サイト）にて周知等を実施。

エ　幅広い世代の多様な人材の参入を促進するため、ハローワーク、就労支援機関JOBナビすいたと連携し、求職者と

　市内の介護保険サービス事業者とのマッチングを行う等、合同面接会や説明会、介護の仕事の魅力を発信するセミナー

　を実施。

カ　北摂地域介護人材確保連絡会議において、地域における介護人材確保に関する情報提供、意見交換等を実施。

　また、吹田市介護保険事業者連絡会と協力し、介護フェアを通じて介護の仕事に対するイメージアップを図る。

キ　事業終了時に効果検証等を予定。

【地域経済振興室】

オ　就職支援講座「介護職員初任者研修講座」を実施（2024.9～）。

コ　JOBナビすいたにおいて、情報提供を実施。

【福祉指導監査室】

ク　電子申請・届出システムの受付を開始（2024.10.1～）するよう準備し、また、介護保険サービス事業者に受付開

　始について、周知。

ケ　運営指導等の実施に際し、ハラスメント対策の実施状況等を確認し、適切な指導を実施。

【高齢福祉室計画G】

ア・イ・ウ・エ・カ　取組の継続。

キ　事業終了時に効果検証等を予定。

【地域経済振興室】

オ　今後も就職支援講座として介護職員初任者研修講座を実施予定。

コ　今後もJOBナビすいたにおいて、情報提供を実施。

【福祉指導監査室】

ク　電子申請・届出システムの受付を開始（2024.10.1）。

　　引き続き、介護保険サービス事業者に同システムを活用することが業務負担軽減につながることを周知。

ケ　運営指導等の実施に際し、ハラスメント対策の実施状況等を確認し、適切な指導を実施。

（１）介護人材確保策の推進【地域経済振興室・福祉指導監査室・高齢福祉室】

これまでの

取組状況

（2024.9末）

重点取組

今後の

取組予定
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評価理由等

各取組を実施したため。

各取組を実施したため。

　ア　介護保険サービス事業者から提出された自主点検表及び事故報告書並びに事業運営に関する記録等を基に運営指導や集団指

　　導等を行い、介護保険制度に基づく適正な運営及びサービスの質の確保・向上を図ります。

　イ　吹田市介護保険事業者連絡会の活動への支援・連携や、介護保険施設等への介護サービス相談員の派遣等を行い、サービスの

　　質の向上につなげます。

　ウ　認定審査会及び認定調査でICT を活用し、効率化を図ります。また、認定審査会において簡素化に取り組むほか、認定調査にお

　　いては事務受託法人への委託等、要介護認定を遅滞なく適正に実施する体制を整備します。

2024年度

（2024.9末）
- - - A

2025年度 - -

2026年度 50.6%

2024年度

（2024.9末）
- - - A

2025年度 60.0％以上

2026年度

2023年度 87.9% - -

-

【福祉指導監査室】

ア　動画配信により集団指導を行い、また、運営指導を実施することで、サービスの質の確保・向上を図った。

【高齢福祉室計画G】

イ　吹田市介護保険事業者連絡会の活動を支援。

　　また、吹田市介護保険事業者連絡会と共催で介護フェアを実施予定。

【高齢福祉室介護保険G】

イ　介護サービス相談員の派遣を介護保険施設等39施設にて実施。

　　（新型コロナウイルス感染症対策のため休止していたが、2024年9月時点22施設で再開）

ウ　国の定める要件により、認定審査会における簡素化を実施。2023年度から事務受託法人による認定調査を開始。

【福祉指導監査室】

ア　動画配信により集団指導を行い、また、運営指導を実施することで、サービスの質の確保・向上を図る。

【高齢福祉室計画G】

イ　吹田市介護保険事業者連絡会と共催で介護フェアを実施予定。

【高齢福祉室介護保険G】

イ　より多くの施設への介護サービス相談員派遣を目指す。

ウ　認定審査会のオンライン開催を目指す。

サービス向上につながる取組が

継続的に行われているため。

評価理由等

- -

2025年度 - -

2026年度 72.4%

A

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

年度の評価

受けている

介護保険サービスに

満足している利用者の

割合★

2023年度 56.9% 70％以上 81.3% C

指標 年度 実績 目標 達成率

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

2024年度

（2024.9末）
-

（２）介護保険サービスの質の向上と介護給付適正化【福祉指導監査室・高齢福祉室】

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価

-

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

人材不足を感じている

介護保険サービス

事業所の割合

（介護職員）

【吹田市介護保険サービ

スにかかる事業所・従業

者実態調査】

2023年度 61.5% - - -

人材不足を感じている

介護保険サービス

事業所の割合

（訪問介護員）

【吹田市介護保険サービ

スにかかる事業所・従業

者実態調査】
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令和5年度末に急遽1施設は

廃止となり、整備に向け事業者

を募集中であるため。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

重点取組

2024年度

（2024.9末）
2か所

3か所

66.7% B

2025年度

2026年度

整備に向け事業者を募集中で

あるため。

2024年度

（2024.9末）
3か所

4か所

75.0% B

2025年度

2026年度

整備に向け事業者を募集中で

あるため。

2026年度

2023年度 20か所 21か所 95.2%

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

22か所

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護

整備箇所数

2023年度 3か所 3か所 100% A

看護小規模多機能型

居宅介護

整備箇所数

2023年度 2か所 3か所 66.7% C

認知症対応型

共同生活介護

整備箇所数

B

2024年度

（2024.9末）
19か所 86.4% B

2025年度

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価

今後の

取組予定

　ア　高齢者が要介護状態になっても、可能な限り住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、また、介護離職の防止を含む家族等への支

　　援につながるよう、必要となる地域密着型サービスの整備を行います。

　イ　認知症の人が利用できる認知症高齢者グループホームや、在宅生活を支えるとともに、医療を必要とする利用者のニーズにも柔軟に

　　対応できる看護小規模多機能型居宅介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護の整備を進めます。

　ウ　整備にあたっては、大阪府の地域医療構想における在宅医療等の整備目標と整合を図るとともに、特別養護老人ホームの入所申

　　込者の状況を踏まえて、必要となる介護保険サービスを見込みます。

　エ　今後については、住宅型有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅の設置状況を考慮しつつ、中長期的な人口動態や医療

　　ニーズ等を踏まえて、介護老人保健施設や介護医療院も含めたサービス基盤の整備のあり方を検討します。

　オ　既存の施設の有効活用や、施設の老朽化に伴い建替えが必要となった場合の支援のあり方についてもあわせて検討します。

【高齢福祉室計画G】

ア・イ・ウ

　吹田市指定地域密着型サービス事業者募集要領の公表（2024.7）。

　事業者向け募集要領説明会（2024.8）。

　応募に係る提出書類の受付（2024.8～9）。

オ　市内の広域型特別養護老人ホームの建替え等のニーズ把握を実施。

【高齢福祉室計画G】

ア、イ、ウ　吹田市介護施設等選定委員会による事前協議対象者の選定（2024.11）。

エ　第10期吹田健やか年輪プランの策定に合わせて検討予定。

オ　建替え意向のある介護サービス事業者との面談を実施予定。

評価理由等

（３）地域密着型サービス等の整備【高齢福祉室】
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基本目標５　安心・安全な暮らしの充実

施策の方向１　高齢者の住まいの安定確保に向けた支援（計画書p.127～128（指標はp.135））

（１）住み慣れた家で暮らし続けるための支援の提供【高齢福祉室・障がい福祉室・開発審査室】

　ア　住宅改修や福祉用具の貸与・販売等、高齢者の住まいのバリアフリーに関する取組を介護保険制度に沿って実施します。

　イ　住宅の耐震診断・設計・改修の補助を実施するとともに、補助制度などの周知に努めます。

　ウ　住宅改造の支援が行われるよう、引き続き申請者・関係機関・施工業者と密な連携を図ります。

【高齢福祉室介護保険G】

ア　窓口でパンフレットを用いて住宅改修、福祉用具の説明。

ウ　適切な住宅改修が行われるよう、適宜、関係機関・施工業者と連携を図る。

【障がい福祉室】

イ  ホームページにて制度の周知を行い、また相談の際には支援・助成までのフローを丁寧に説明したうえで、住宅改造の

　支援・助成を実施。

ウ  申請者・関係機関・施工業者と密に連携を図り、住宅改造の支援・助成を実施。

【開発審査室】

イ　補助制度啓発リーフレットの自治会全戸回覧（2024.6）。

ウ　大阪府・耐震事業者と連携し、補助制度のお知らせのポスティング（2024.9～）及び耐震セミナーの開催。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

【高齢福祉室介護保険G】

ア　窓口や電話での問い合わせに対し、より丁寧な説明に努める。

ウ　適切な住宅改修が行われるよう、引き続き、関係機関・施工業者と連携を図る。

【障がい福祉室】

イ　障がい者相談支援センター等との関係機関とも密に連携し、制度の周知を図りながら、適切に住宅改造の支援・助成

　を行う。

ウ　引き続き申請者・関係機関・施工業者と密に連携を図り、適切な住宅改造の支援・助成を行う。

【開発審査室】

イ　補助制度啓発リーフレットの自治会全戸回覧（2025.6）。

ウ　大阪府・耐震事業者と連携し、補助セミナーの開催（2024.10～）。

　　木造住宅の耐震相談会の実施（2025.3）。
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2024年度

（2024.9末）
44件 22.0% B

【生活福祉室】

ア・ウ　継続して上記取組を実施。

【高齢福祉室支援G】

ア　引き続き上記の取組を実施。

【高齢福祉室生きがいG】

エ　引き続きシルバーハウジングの近接の介護保険施設を運営する法人と業務委託契約を締結し、生活援助員を派遣。

【住宅政策室】

ア　吹田市居住支援協議会の運営補助。

イ　民間賃貸住宅や居住支援団体などの情報提供・相談対応を継続。

評価理由等

重点取組

- - -

吹田市居住支援協議会は発

展途上であり、目標値に到達

しないことが見込まれるため。

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

200件/年

2026年度

2025年度

指標 年度 実績

　ア　経済的困窮や社会的孤立などさまざまな生活課題を抱える高齢者に対し、社会福祉法人を中心とする居住支援団体と不動産

　　事業者、市が連携して設立した吹田市居住支援協議会により、住まい探しの相談から入居後の生活支援まで、包括的かつ継続的

　　な支援を行います。

　イ　Ｏｓａｋａあんしん住まい推進協議会（大阪府居住支援協議会）が運営する大阪あんぜん・あんしん賃貸検索システムを活用

　　し、入居しやすい民間賃貸住宅や居住支援活動を行う団体などの情報を提供し、高齢者の住まいに関する相談に対し適切に支援

　　します。

　ウ　高齢者の家賃滞納時や必要に応じた住み替えの支援、ホームレスの定着支援をさらに推進します。

　エ　シルバーハウジングに生活援助員を派遣し、入居者のニーズや生活状況に応じた生活援助に取り組みます。

【生活福祉室】

ア　経済的困窮や社会的孤立等により生活課題を抱える高齢者の住居確保のため、居住支援団体や吹田市居住支援

　協議会等と連携、支援を行う。

ウ  離職等により住居を失う恐れのある生活困窮者へ住居確保給付金を支給。

    ホームレス等住居のない生活困窮者への一時生活支援を実施。

【高齢福祉室支援G】

ア　地域包括支援センターにおいて必要に応じて居住支援団体等と連携し、高齢者の住まいや生活に関する相談に対応。

【高齢福祉室生きがいG】

エ　シルバーハウジングの近接の介護保険施設を運営する法人と業務委託契約を締結し、生活援助員を派遣。

【住宅政策室】

ア　吹田市居住支援協議会の運営推進。

イ　民間賃貸住宅や居住支援団体などの情報提供・相談対応を継続。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

目標 達成率 年度の評価

吹田市居住支援

協議会の相談件数

2023年度 65件

（２）高齢者向け住まいの支援【生活福祉室・高齢福祉室・住宅政策室】
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今後の

取組予定

（３）高齢者向け住まいの供給と質の確保・向上【福祉指導監査室・住宅政策室】

【福祉指導監査室】

ア　有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅に対する集団指導を、本市ホームページ上で動画配信により開催する

　よう準備。

　　有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅に対するに対する立入検査を実施。

【住宅政策室】

ア　サービス付き高齢者向け住宅に対する定期報告や立入検査を実施。

イ　市営住宅の入居者募集(6月)で高齢者対象の優先入居枠を3戸設定。

ウ　サービス付き高齢者向け住宅の登録数1239戸、セーフティネット住宅の登録数1594戸。

【福祉指導監査室】

ア 　有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅に対する集団指導を、本市ホームページ上で動画配信により開催。

　　 有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅に対する立入検査を引き続き実施。

【住宅政策室】

ア　サービス付き高齢者向け住宅に対する定期報告や立入検査を実施。

イ　市営住宅の入居者募集で高齢者対象の優先入居枠を設定。

ウ　市営住宅の高齢者優先入居枠の設定、サービス付き高齢者向け住宅及びセーフティネット住宅の登録促進。

　ア　サービス付き高齢者向け住宅や住宅型有料老人ホームについて、関係部署間で連携を図りながら、立入検査や集団指導を通じ、

　　提供されるサービスの質の確保・向上を図ります。

　イ　民間住宅市場において住宅を自力で確保することが難しい世帯へのセーフティネット機能の核として、市営住宅の供給を行います。

　　市営住宅の建替えに際しては、車いす常用者世帯向け住宅を供給するとともに、加齢や病気等による身体機能の制限の状況に応

　　じて、低層階やエレベーター停止階への住み替え等により、安定した居住継続を支援します。

　ウ　住生活基本計画に基づき、住宅確保要配慮者に対し、借上型市営住宅等への優先入居をはじめ、サービス付き高齢者向け住宅

　　や住宅確保要配慮者円滑入居賃貸住宅（セーフティネット住宅）の確保について促進します。

これまでの

取組状況

（2024.9末）
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※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

基本目標５　安心・安全な暮らしの充実

施策の方向２　安心・安全な生活環境の推進（計画書p.129（指標はp.135））

　ア　新たに、更なるバリアフリー事業の推進を目的とした、移動等円滑化促進方針（マスタープラン）及びバリアフリー基本構想を策定

　　します。

【総務交通室・道路室】

ア　生活関連経路等のバリアフリー整備を実施。

【総務交通室・道路室】

ア　2024年度に移動等円滑化促進方針（マスタープラン）、2026年度にバリアフリー基本構想を策定し、それに基づき

　生活関連経路のバリアフリー整備を行う。

評価理由等

大阪府の事業や開発事業の

影響で整備時期が未定の路

線があるが、それ以外の路線は

2024年度で整備が完了する

ため。

2024年度

（2024.9末）
16.2km 93.6% B

2025年度

今後の

取組予定

（２）交通安全の推進【総務交通室】

　ア　運転免許に関する相談に対しては、高齢者運転免許自主返納制度や、大阪府交通対策協議会による高齢者運転免許自主返納

　　サポート制度の周知を図るとともに、サポート制度への市内事業者の参画を得られるよう働きかけを行います。

【総務交通室】

ア　高齢者運転免許自主返納者に対する補助を実施。

　　（公共交通に資する費用を補助。上限6,000円）

【総務交通室】

ア　高齢者運転免許自主返納者に対する補助を実施。

　　（公共交通に資する費用を補助。上限6,000円）

これまでの

取組状況
（2024.9末）

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

年度 実績 目標 達成率指標

バリアフリー重点整備

地区内の主要な生活

関連経路などの

整備延長
17.3km

2026年度

（１）バリアフリー化の推進　【総務交通室・道路室】

年度の評価

2023年度 15.9km - --
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基本目標５　安心・安全な暮らしの充実

施策の方向３　防災・防犯の取組の充実（計画書p.129～132（指標はp.135））

　ア　地域の助け合いとなる「共助」の中心を担う自主防災組織の結成を引き続き促すため、自主防災組織に対して、その活動及び防災

　　用資機材整備に要する経費に係る自主防災組織活動支援補助金の交付や、地域が主体となった防災訓練の実施に向けた支援を

　　実施します。

　イ　自主防災組織の高齢化などの課題については、地域防災リーダーの育成等に取り組むとともに、大規模災害を想定した組織間の連

　　携強化も進めます。

　ウ　災害時要援護者の名簿が、地域における避難支援体制等を行う体制づくりの推進に活用できるよう、地域支援組織と協定を締結し

　　て名簿を提供します。あわせて支援者向けハンドブックを配布する等、平常時から行う地域活動を支援します。

　エ　個別避難計画の作成を市が福祉事業所や地域支援組織と連携して進めることで、地域内における支援体制を強化するとともに、より

　　実行性の高い避難支援につながるよう取り組みます。

　オ　福祉避難所について、迅速かつ的確な開設と円滑な運営ができるよう、吹田市福祉避難所運営調整会議において関係施設との協

　　議に努め、より一層の連携を図ります。また、指定避難所と福祉避難所の違いや福祉避難所の役割などについて、市民への周知に努

　　め、要配慮者の受入施設となるよう取り組みます。

【危機管理室】

ア・イ　引き続き、自主防災組織の活動支援を実施。

自主防災組織間での活動発表や情報共有・意見交換できる場を設定することで組織の活性化を図る。

地域防災リーダー育成研修、フォローアップ研修等の開催。

【福祉総務室】

ウ 新たに1地区と協定を締結し、災害時要援護者名簿を提供。支援者向けハンドブックを改正し、啓発に活用。

エ 地域での会議や説明会などにおいて、地域内の支援体制づくりの重要性について説明。

オ 福祉避難所を新たに1か所指定。市ホームページにおいて福祉避難所の役割や対象などについて周知。

【危機管理室】

ア・イ　引き続き、自主防災組織の活動支援を実施。

自主防災組織間での活動発表や情報共有・意見交換できる場を設定することで組織の活性化を図る。

地域防災リーダー育成研修、フォローアップ研修等の開催。

【福祉総務室】

ウ 災害時要援護者名簿に係る協定締結に向け、会議への参加や地域説明会などを実施。

エ 地域支援者向け、市民向けの個別避難計画の研修会を実施。

オ 福祉避難所運営調整会議を開催し、福祉避難所の開設・運営や訓練に関する情報共有・意見交換を実施。

　 引き続き福祉避難所に関する市民周知に努める。

評価理由等

申請受付期間中のため実績は

0であるが、今後の活用が見込

まれるため。

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

自主防災組織活動

支援補助金活用率

2023年度 73.3% - - -

A

2025年度 100%

2026年度

（１）地域における防災力向上の推進　【危機管理室・福祉総務室】

指標 年度 実績 目標 達成率

2024年度

（2024.9末）
0.0% 100% 0.0%

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

100%

年度の評価
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-

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

　ア　災害時における備えとして、携帯ラジオなどの日常持ち出し用品の準備や、食料、飲料水等の備蓄の準備、避難場所の確認等の

　　取組に加え、家具や家電などを固定し、転倒・落下・移動を防止するなど、減災の取組についての普及啓発を進めます。

　イ　家具等転倒防止器具設置助成、火災警報器の給付等、災害を防ぐための支援について、ちらしや市報等において周知に取り組み

　　ます。

　ウ　住宅用火災警報器について、すべての世帯への設置に向け取り組むとともに、既に設置している場合は、定期的な作動点検や本体

　　の交換などの維持管理を行うよう、普及・啓発に努めます。

　エ　地域での防災講座や訓練、イベント等を実施するとともに、ホームページや市報等を活用し、減災への取組について市民啓発に努め

　　ます。また、災害に関する情報収集の意識啓発を図ります。

　オ　LINE セグメント配信などの公式SNS 等を活用した情報発信を継続的に実施します。また、携帯電話端末等で自ら情報を取得する

　　ことが困難な方に対して、電話やFAX に風水害時の避難情報等を発信する災害情報自動配信サービス（登録制）の普及・登録促

　　進に取り組みます。

【危機管理室】

ア・エ　防災講座やイベントでの啓発ブース出展において普及啓発を実施。

　多様な情報収集手段について、防災講座等で周知。

オ　台風発生時や南海トラフ地震臨時情報発表時に、速やかに情報発信を実施。

　災害情報自動配信サービスの普及を実施。

【高齢福祉室支援G】

イ　家具等転倒防止器具設置助成について、介護保険要介護認定・要支援認定等結果通知書送付の際のお知らせ等を

通じて、周知。

【総務予防室】

ウ　全国火災予防運動の期間に実施する住宅防火訪問の実施計画を策定（2024.8）。

　　普及・啓発活動の対象となる自治会に対して事業の説明等を実施。

【危機管理室】

ア・エ　引き続き、防災講座やイベントでの普及啓発活動を実施。

オ　引き続き、有事には多様な情報発信手段を活用して迅速な情報発信を行うとともに、自ら情報を取得することが困難な

　方に対して、災害情報自動発信サービスの周知を行う。

【高齢福祉室支援G】

イ　引き続き上記取り組みを実施するとともに、事業内容について検討を進める。

【総務予防室】

ウ　11月と３月に住宅防火訪問を実施（年間2800件予定）。

評価理由等

住宅用火災警報器の設置や

維持管理の普及・啓発活動の

準備が順調に行えているため。

※活動実施時期は11月及び

3月
2026年度 - -

指標 年度 実績 目標 達成率 年度の評価

2024年度

（2024.9末）
- - - A

2025年度 100%

100% 69.2% A

（２）減災に向けた取組の推進【危機管理室・高齢福祉室・総務予防室】

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

住宅用火災警報器

設置率★

2023年度 69.2%
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重点取組（４）消費者被害や特殊詐欺被害の防止に向けた取組の充実【市民総務室・高齢福祉室】

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

☆この指標に関しては、1月～12月を1年度とする

0件 -

指標

特殊詐欺被害件数

年度の評価

2023年度

　ア　ホームページや公式SNS、市報への消費生活センター便りの掲載等、様々な媒体を活用し啓発情報の発信を行います。

　イ　消費生活センター主催セミナー、地域派遣学習会やパネル展の開催の他、高齢者が集まる機会を捉えてワンポイントアドバイス等の

　　啓発を行い、被害防止に努めます。

　ウ　吹田市特殊詐欺等被害防止対策連絡会議において、被害状況や手口などについて、庁内外の機関と情報共有及び啓発情報の

　　発信を行います。

　エ　地域包括支援センターが、消費生活センター等の関係機関や、高齢者の家族、高齢者の見守り活動を行っている民生委員・児童

　　委員等と連携し、消費者被害の未然防止を図るための啓発を行う等、地域全体での高齢者の見守りに取り組みます。

【市民総務室】

ア　毎月の市報すいたに「消費生活センター便り（啓発記事）」を掲載。

　　吹田市HPや公式SNSを使った啓発情報の発信。

イ　消費者のつどい（講座）での悪質商法、特殊詐欺被害防止のための啓発（2024.5.25）。

　　暮らしアップセミナー、地域派遣学習での悪質商法、特殊詐欺被害防止のための啓発（2024.9.25）。

　　消費生活展での悪質商法、特殊詐欺被害防止のための啓発パネル展示（2024.5.24、25）。

　　10月の地域安全運動にあわせ、悪質商法、特殊詐欺被害防止のための啓発パネル展示（2024.9.30～10.4）。

　　地域包括支援センターや市内介護事業所への悪質商法・特殊詐欺被害防止のためのチラシ配布。

　　地域の高齢者の集まりなどにも出向き、被害防止のための啓発。

ウ　特殊詐欺被害防止連絡会議において、庁内外の機関との情報共有及び啓発情報の発信。

【高齢福祉室支援G】

エ　地域包括支援センターが「安まちメール」「安まちアプリ」に登録し、担当地域の事案があれば対応。 警察や消費生活

　センター等と連携した地域包括支援センターによる出前講座の実施。

2026年度

0件 - C

2024年度

（2024.9末）
93件 0件 - C

0件

年度☆ 実績 目標 達成率

-

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

【市民総務室】

ア　毎月の市報すいたに「消費生活センター便り（啓発記事）」を掲載。

　　吹田市HPや公式SNSを使った啓発情報の発信。

イ　暮らしアップセミナー、地域派遣学習での悪質商法、特殊詐欺被害防止のための啓発。

　　地域包括支援センターや市内介護事業所への悪質商法・特殊詐欺被害防止のためのチラシ配布。

　　地域の高齢者の集まりなどにも出向き、被害防止のための啓発。

ウ　特殊詐欺被害防止連絡会議において、庁内外の機関との情報共有及び啓発情報の発信。

【高齢福祉室支援G】

エ　引き続き上記取組を実施。

評価理由等

【危機管理室】

ア 地域からの依頼による防犯講座を実施。

イ カメラの更新時期に合わせたカメラの設置個所の検証。引き続き青色防犯パトロール団体の新規結成支援を実施。

ウ 引き続き吹田警察等と連携した防犯活動の実施。

目標達成していないため。

130件

　ア　高齢者に対する犯罪の傾向など犯罪状況や防犯対策の知識に触れる機会を提供し、防犯意識の高揚を目的とした防犯講座を

　　実施します。

　イ　防犯カメラの設置状況の効果検証を行い、今後の必要設置台数、箇所を検討した上で地域の見守りの目を増やすことにより犯罪

　　防止効果を高めます。

　ウ　吹田警察署と締結した「吹田市民を犯罪等から守るための連携協定」に基づき、吹田警察署と連携・協働して市民が安全に安心

　　して暮らすことができるまちづくりの実現を図ります。

【危機管理室】

ア  地域からの依頼による防犯講座を実施。

イ  青色防犯パトロール団体の新規結成支援を実施。

ウ　吹田警察等と連携した防犯活動の実施。

2025年度

今後の

取組予定

これまでの

取組状況

（2024.9末）

（３）地域における防犯力向上の推進【危機管理室】
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【福祉指導監査室】

ア・イ・ウ・エ

　運営指導等の実施に際し、業務継続計画の策定や避難訓練の実施状況等を確認し、適切な指導を行った。

【危機管理室】

ア　避難確保計画100％達成（2024.2末）。関係部局から開業等の相談対応を行っている。

【保健医療総務室】

オ　高齢者施設内ラウンドを3回実施。

　　高齢者施設等の感染対策向上のための支援について検討を行う高齢者施設等感染対策支援検討会を1回開催。

【地域保健課】

オ　施設での感染症集団発生時の施設調査及び感染対策の指導助言の実施。

【高齢福祉室計画G】

　介護施設等において新型コロナウイルスの感染拡大を防止する観点から、 介護施設等における簡易陰圧装置の設置、介

護施設等における感染拡大防止のためのゾーニング環境等の整備及び介護施設等における多床室の個室化を実施する事

業者に対し補助を行っている。

【福祉指導監査室】

ア・イ・ウ・エ

　運営指導等の実施に際し、業務継続計画の策定や避難訓練の実施状況等を確認し、適切な指導を行う。

【危機管理室】

ア　各施設からの訓練の報告方法を整備する。

【保健医療総務室】

オ　感染対策に関して地域の中で中心的な役割を担う施設が、地域での研修開催や相互相談等を主体的に実施できる

　ように、医療機関とともに後方支援を実施。

　　高齢者施設等感染対策リーダー育成研修や高齢者施設内ラウンド等を実施予定。

【地域保健課】

オ　施設での感染症集団発生時の施設調査及び感染対策の指導助言の実施。

【高齢福祉室計画G】

　上記補助事業の継続。

重点取組

今後の

取組予定

　ア　要配慮者利用施設において避難確保計画の作成及び避難訓練の実施が義務化されたことから、対象となる全施設において、避難

　　確保計画の作成をめざします。また、高齢者福祉施設等が利用者の安全確保を図れるよう、関係部局とも連携しながら支援するととも

　　に、適切な指導を行います。

　イ　災害発生時における利用者の安全確保のため、高齢者福祉施設等が、防災マニュアルの策定や防災訓練の実施、地域社会との連

　　携体制の整備推進が図れるよう指導を行います。

　ウ　外部からの不審者の侵入に対する利用者の安全確保のため、高齢者福祉施設等が、防犯マニュアルの作成や訓練の実施を行うよう

　　注意喚起を図るとともに、防犯対策を強化するために必要な安全対策等を図れるよう支援を行います。

　エ　介護保険サービス事業所等が感染症や非常災害の発生時においても利用者に対するサービスの提供を継続するための業務継続計

　　画の策定、研修の実施及び訓練の実施が行われているかを運営指導等の際に確認・指導します。

　オ　感染症に強い施設環境づくりを目的として、高齢者施設等を対象に、感染対策への知識及び技術の向上や施設間の連携等を内容

　　とした研修会を実施します。また、希望施設に対して、直接出向き、感染対策に関する助言・支援を行います。さらに、施設での集団感

　　染発生時には、施設調査を行うとともに、感染拡大防止に向け、保健所職員及び感染対策の専門である感染管理認定看護師等で

　　構成する支援チームを派遣します。

これまでの

取組状況

（2024.9末）

　　　【危機管理室・福祉指導監査室・高齢福祉室・保健医療総務室・地域保健課】

（５）高齢者福祉施設等における防災・防犯・感染症対策への支援
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　ア　養護者による高齢者虐待は支援が長期化する等、支援の内容は個別性が高い傾向があることから、地域全体で支援していくことを

　　視野に、関係室課とも連携し、高齢者虐待に準じる複合的な課題を抱える事例への対応力を高めます。

　イ　市が養護者による高齢者虐待防止マニュアルの整備や地域包括支援センターの社会福祉士による会議等を開催し、適切に後方

　　支援を行うことで、地域包括支援センターにおける相談支援のスキルアップに努めます。

　ウ　高齢者虐待の未然防止や早期発見、早期対応の重要性について、引き続き出前講座や地域ケア会議等での啓発に取り組み、

　　地域や関係機関の協力のもと、高齢者虐待防止のネットワーク強化を図ります。

　エ　地域包括支援センター運営協議会等において、高齢者虐待に係る取組の状況を報告し、効果的な展開を図ります。

　オ　全ての介護保険サービス事業者に義務付けられている虐待の発生又はその再発を防止するための対策を検討する委員会の開催、

　　指針の整備及び研修の実施等を運営指導等において確認・指導を行うことにより、養介護施設従事者による虐待防止の実効性を

　　高めます。

　カ　人権啓発推進協議会の活動において、小学校区ごとに設置している地区委員会を中心に、相談機関のパンフレット等を配布する

　　啓発活動等を行います。

【高齢福祉室支援Ｇ】

ア・イ　　「吹田市 養護者による高齢者虐待対応マニュアル」を整備。高齢者虐待対応評価会議等、地域包括支援セン

　ターと協力して柔軟な会議開催に取り組み、センター間の活発な情報共有により、ケースワークの進捗状況を把握するとと

　もに対応スキルの向上を図った。

ウ　高齢者虐待防止について、地域包括支援センターと地域等が連携して出前講座を実施。

エ  地域包括支援センター運営協議会において、事例の紹介や権利擁護業務に関する実績を報告し、意見聴取を

　行った。

【福祉指導監査室】

オ 運営指導等の実施に際し、虐待防止委員会の実施状況等を確認し、適切な指導を行った。

【人権政策室】

カ　人権啓発推進協議会の主催事業において、人権啓発に関する冊子を配布し、人権啓発活動を実施。

【高齢福祉室支援Ｇ】

ア・イ・ウ・エ　引き続き上記取組を実施。

【福祉指導監査室】

オ　運営指導等の実施に際し、虐待防止委員会の実施状況等を確認し、適切な指導を行う。

【人権政策室】

カ　人権啓発推進協議会の主催事業において、人権啓発に関する冊子を配布し、人権啓発活動を実施。

評価理由等

目標達成に向けて取り組んで

いるが、目標値までの成果に

は、時間を要すると思われるた

め。

2024年度

（2024.9末）
- - -

-

C

2026年度

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

高齢者虐待について

理解できていない

介護者の割合

2023年度 20.4% 5.0% 83.8%

2025年度 0%

B

（１）高齢者虐待防止に向けた取組の推進　【人権政策室・福祉指導監査室・高齢福祉室】

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

指標 年度 実績

基本目標５　安心・安全な暮らしの充実

施策の方向４　権利擁護体制の充実（計画書p.133～134（指標はp.135））

重点取組

目標 達成率 年度の評価
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　ア　令和６年度（2024 年度）設置予定の成年後見制度利用促進に係る中核機関と地域包括支援センター等が連携し、成年後見

　　制度の周知と利用促進を始めとする高齢者の権利擁護について、重層的に取り組みます。

　イ　認知症や知的障がい等により判断能力が十分でない人が住み慣れた地域において自立した生活を送れるよう、利用者との契約に基

　　づき福祉サービス利用援助や金銭管理等のサービスを行う日常生活自立支援事業について、利用待機者が解消されるよう、吹田市

　　社会福祉協議会と連携して取組を進めます。

　ウ　認知症の人や障がい者、その家族に対し、後見人等が実施する支援など、制度理解や利用促進を図るため、市報やホームページ等

　　を活用しながら関係機関等と連携し、一層の普及・啓発に取り組みます。

【福祉総務室】

ア　令和6年7月1日に権利擁護支援の地域連携ネットワークの中核となる機関である「吹田市権利擁護・成年後見支援

　センター（愛称：けんりサポートすいた）」を開設する旨を、地域包括支援センター長会議（2024.6.7）で周知。

【生活福祉室】

ア　生活保護や生活困窮に関する相談時において、関係機関等と連携し、制度の普及や啓発を実施。

【高齢福祉室支援G】

ア・イ　令和6年7月開設の「けんりサポートすいた」と連携。早期に適切な制度利用につなぐ支援を実施。

ウ　成年後見制度や成年後見制度利用支援事業についてホームページやチラシの配布を通じて周知。

　　地域包括支援センターによる出前講座の実施。

【障がい福祉室】

ウ　市報やホームページに掲載し、また障がい相談センター等の関係機関と連携しリーフレットを配布する等、普及・啓発に

　取り組んだ。

【福祉総務室】

ア　地域包括支援センターを1次的相談窓口、中核機関を2次的窓口として、成年後見制度をはじめとする権利擁護支援

　に関する相談に対応する。

【生活福祉室】

ア　生活保護や生活困窮に関する相談時において、関係機関等と連携し、制度の普及や啓発を実施。

【高齢福祉室支援G】

ア・イ・ウ　引き続き上記取組を実施。

【障がい福祉室】

ウ　権利擁護支援の地域連携ネットワークの中核機関とも密に連携を図り、重層的な普及・啓発に取り組む。

評価理由等

2024年7月開設の「けんりサ

ポートすいた」と連携し、目標達

成に向けて取組を進めているた

め。

※「★」は「高齢者等の生活と健康に関する調査」に関する指標

年度の評価：　「A」目標達成に向けて順調に進んでいる・「B」目標値をやや下回る見込みである・「C」改善が必要又は今後取り組む必要がある

2024年度

（2024.9末）
- - - A

2025年度 40.0%

- - -

成年後見制度認知度

2023年度

2026年度

指標 年度 実績 目標

29.7% 36.0% 82.5% B

達成率 年度の評価

これまでの

取組状況

（2024.9末）

今後の

取組予定

（２）成年後見制度の利用促進【福祉総務室・生活福祉室・高齢福祉室・障がい福祉室】
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３　介護サービス等の給付状況

（１）高齢者人口と高齢化率

（単位：人）

実績 計画値 対計画比 実績 計画値 対計画比 実績 計画値 対計画比

人口 381,024 377,728 101% 382,491 378,603 101% 383,669 382,674 100%

高齢者人口 90,240 89,818 100% 90,746 90,082 101% 90,921 91,708 99%

高齢化率 23.7% 23.8% 100% 23.7% 23.8% 100% 23.7% 24.0% 99%

75歳以上人口 49,099 48,978 100% 51,681 51,442 100% 53,779 52,744 102%

75歳以上人口

の割合
12.9% 13.0% 99% 13.5% 13.6% 99% 14.0% 13.8% 102%

85歳以上人口 15,482 15,482 100% 16,125 16,103 100% 16,536 16,984 97%

85歳以上人口

の割合
4.1% 4.1% 99% 4.2% 4.3% 99% 4.3% 4.4% 100%

人口 34,169 34,728 98% 34,113 34,878 98% 34,222 34,129 100%

高齢者人口 9,950 10,260 97% 9,852 10,326 95% 9,767 9,970 98%

高齢化率 29.1% 29.5% 99% 28.9% 29.6% 98% 28.5% 29.2% 98%

人口 55,232 54,884 101% 55,367 55,040 101% 55,830 55,393 101%

高齢者人口 13,446 13,486 100% 13,533 13,545 100% 13,588 13,678 99%

高齢化率 24.3% 24.6% 99% 24.4% 24.6% 99% 24.3% 24.7% 99%

人口 70,464 69,372 102% 71,931 69,424 104% 73,499 71,965 102%

高齢者人口 12,429 12,431 100% 12,556 12,430 101% 12,554 12,675 99%

高齢化率 17.6% 17.9% 98% 17.5% 17.9% 97% 17.1% 17.6% 97%

人口 67,407 66,204 102% 67,132 66,308 101% 67,104 67,164 100%

高齢者人口 13,883 13,511 103% 14,094 13,503 104% 14,196 14,223 100%

高齢化率 20.6% 20.4% 101% 21.0% 20.4% 103% 21.2% 21.2% 100%

人口 83,523 84,006 99% 83,665 84,073 100% 83,213 83,706 99%

高齢者人口 20,504 19,849 103% 20,681 19,806 104% 20,892 20,861 100%

高齢化率 24.5% 23.6% 104% 24.7% 23.6% 105% 25.1% 24.9% 101%

人口 70,229 68,534 102% 70,283 68,880 102% 69,801 70,317 99%

高齢者人口 20,028 20,281 99% 20,030 20,472 98% 19,924 20,301 98%

高齢化率 28.5% 29.6% 96% 28.5% 29.7% 96% 28.5% 28.9% 99%

山田

千里丘

千里NT

万博

阪大

住民基本台帳（各年度9月30日現在）

【対計画比】実績値/計画値

全市域

JR以南

片山

岸部

豊津

江坂

南吹田

千里山

佐井寺

　第９期計画策定時に推計を見直しましたが、引き続きおおむね計画値どおりです。

令和４年度

（2022年度）

令和５年度

（2023年度）

令和６年度

（2024年度）

62



（２）要支援・要介護認定者

　　ア　要支援・要介護認定者数

実績 計画値 対計画比 実績 計画値 対計画比 実績 計画値 対計画比

18,140 18,431 98% 19,090 19,041 100% 19,630 19,742 99%

3,161 3,235 98% 3,316 3,334 99% 3,488 3,413 102%

2,316 2,301 101% 2,506 2,370 106% 2,727 2,576 106%

3,834 3,914 98% 3,889 4,051 96% 3,894 4,025 97%

3,031 3,253 93% 3,280 3,359 98% 3,460 3,398 102%

2,271 2,293 99% 2,333 2,371 98% 2,341 2,419 97%

2,032 1,968 103% 2,181 2,040 107% 2,194 2,267 97%

1,495 1,467 102% 1,585 1,516 105% 1,526 1,644 93%

　　イ　要支援・要介護認定者の割合

実績 計画値 対計画比 実績 計画値 対計画比 実績 計画値 対計画比

17.4% 17.6% 99% 17.4% 17.5% 99% 17.8% 17.3% 103%

12.8% 12.5% 102% 13.1% 12.4% 105% 13.9% 13.0% 106%

21.1% 21.2% 100% 20.4% 21.3% 96% 19.8% 20.4% 97%

16.7% 17.6% 95% 17.2% 17.6% 97% 17.6% 17.2% 102%

12.5% 12.4% 101% 12.2% 12.5% 98% 11.9% 12.3% 97%

11.2% 10.7% 105% 11.4% 10.7% 107% 11.2% 11.5% 97%

8.2% 8.0% 104% 8.3% 8.0% 104% 7.8% 8.3% 93%

　　ウ　６５歳以上の要支援・要介護認定者数及び認定率

実績 計画値 対計画比 実績 計画値 対計画比 実績 計画値 対計画比

17,806 18,131 98% 18,735 18,737 100% 19,255 19,387 99%

1,809 1,796 101% 1,756 1,679 105% 1,625 1,732 94%

6,481 6,774 96% 6,836 7,086 96% 7,120 6,945 103%

9,516 9,561 100% 10,143 9,972 102% 10,510 10,710 98%

第１号被保険者数 90,451 90,112 100% 90,964 90,376 101% 91,192 91,875 99%

19.7% 20.1% 98% 20.6% 20.7% 99% 21.1% 21.1% 100%

令和6年度

（2024年度）

要介護５（人）

85歳以上（人）

※介護保険事業状況（各年９月末分）

【対計画比】実績値/計画値

※介護保険事業状況（各年９月末分）

【対計画比】実績値/計画値

令和4年度

（2022年度）

令和5年度

（2023年度）

※介護保険事業状況（各年９月末分）

※認定率は、認定者数の合計を、第１号被保険者数（各年９月末現在）で除して算出

【対計画比】実績値/計画値

認定率

認定者数（人）

要支援１（人）

要支援２（人）

要介護１（人）

要介護２（人）

要介護３（人）

65～74歳（人）

75～84歳（人）

令和6年度

（2024年度）

令和4年度

（2022年度）

令和5年度

（2023年度）

令和4年度

（2022年度）

令和5年度

（2023年度）

令和6年度

（2024年度）

認定者数（人）

要介護５（人）

要介護４（人）

要支援１（人）

要支援２（人）

要介護１（人）

要介護２（人）

要介護３（人）

要介護４（人）
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（３）介護サービス給付状況

　　ア　介護サービスの分類について

施

設

サ

ー

ビ

ス

　特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）

　介護老人保健施設

　介護療養型医療施設

　介護医療院

　介護サービスは、大きく分類すると居宅サービス、地域密着型サービス、施設サービスに分けられ、以下の

サービスが含まれています。

居

宅

介

護

サ

ー

ビ

ス

　訪問介護

　訪問入浴介護

　訪問看護

　訪問リハビリテーション

　居宅療養管理指導

　通所介護

　通所リハビリテーション

　短期入所生活介護

　短期入所療養介護

　特定施設入居者生活介護

　福祉用具貸与

　特定福祉用具販売

　住宅改修

　居宅介護支援

地

域

密

着

型

介

護

サ

ー

ビ

ス

　夜間対応型訪問介護

　認知症対応型通所介護

　小規模多機能型居宅介護

　認知症対応型共同生活介護（認知症高齢者グループホーム）

　地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

 　 （小規模特別養護老人ホーム）

　定期巡回・随時対応型訪問介護看護

　看護小規模多機能型居宅介護

　地域密着型通所介護
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　　イ　総給付費の実績

　総給付費の実績は、おおむね計画値どおりとなりました。

　地域密着型介護サービスの給付費については、計画比でやや低くなりました。これは施設整備が計画どおり

に進まなかったことが影響していると考えられます。

居宅介護サービス
地域密着型

介護サービス
施設サービス

第１号被保険者

１人あたり給付費
総給付費

対

計

画

比

第8期

累計
94.8% 99.8% 75.0%

R4 93.3% 98.3% 72.4%

―

R3 95.5% 98.8% 83.8% 94.6% 95.5%

96.2%

95.0% 93.3%

R5 95.7% 102.0% 70.5% 98.9% 95.7%

【対計画比】実績値/計画値

居宅介護サービス

（千円）

地域密着型

介護サービス

（千円）

施設サービス

（千円）

第１号被保険者

１人あたり給付費

（円）

総給付費

（千円）

実

績

値

第8期

累計
77,063,074 47,186,797 9,823,804

R4 25,414,947 15,593,393 3,197,044

―

R3 24,604,499 14,924,892 3,151,012 6,528,595 272,566

20,052,474

6,624,510 280,980

R5 27,043,628 16,668,512 3,475,748 6,899,369 297,300

第8期

累計
81,256,426 47,300,925 13,104,695 20,850,806

25,763,155 15,100,447 3,758,450 6,904,258 285,401

※千円単位の数値は単位未満を四捨五入しているため、66ページ以降の内訳の計と一致しないことがある。

6,973,274 301,247

R5 28,245,188 16,338,995 4,932,919 6,973,274 310,510

計

画

値
R4 27,248,083 15,861,483 4,413,326

―

R3
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在宅サービス（居宅介護サービス）

訪問介護
訪問

入浴介護
訪問看護

訪問リハビリ

テーション

居宅療養

管理指導
通所介護

通所リハビリ

テーション

112.8% 89.5% 94.1%

R3 102.6% 118.4% 106.4% 115.1% 108.1% 91.2%

第8期

累計
106.2% 113.6% 110.7% 118.6%

93.0%

R4 105.7% 113.4% 109.9% 121.4% 110.5% 86.4% 91.7%

119.0% 119.3% 91.0% 97.6%

【対計画比】実績値/計画値

在宅サービス（居宅介護サービス）

訪問介護

（千円）

訪問

入浴介護

（千円）

訪問看護

（千円）

R5 109.9% 109.3% 115.4%

訪問リハビリ

テーション

（千円）

居宅療養

管理指導

（千円）

通所介護

（千円）

通所リハビリ

テーション

（千円）

6,331,805 2,165,242

R3 4,459,965 124,650 1,576,564 128,985 707,996 2,067,833 685,017

R3 4,347,847 105,241 1,481,210 112,080 655,048

第8期

累計
14,382,439 373,125 5,107,002 414,812 2,301,849

R4 4,801,704 125,174 1,697,889 142,475 755,703 707,469

2,217,289 772,756

第8期

累計
13,548,629 328,487 4,614,200 349,868 2,041,462 7,074,021

R5 5,120,770 123,301 1,832,549 143,352 838,150

2,299,910

2,046,684

　　ウ　居宅介護サービス

　訪問入浴介護、訪問リハビリテーション等、訪問系サービスの給付が計画比でやや高くなり、通所系サービスはやや低くなりま

した。この推移は、大阪府や全国においても同様の傾向となっています。

対

計

画

比

実

績

値

計

画

値

2,267,874 736,959

2,368,470 771,250

R5 4,660,064 112,855 1,588,324 120,425 702,343 2,437,677 791,701

R4 4,540,718 110,391 1,544,666 117,363 684,071
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居宅介護サービス

短期入所

生活介護

短期入所

療養介護

特定施設入居

者生活介護

福祉用具

貸与

特定福祉

用具購入
住宅改修 居宅介護支援

87.5% 79.2% 106.1%

86.4% 79.9% 104.9%

R3 80.4% 63.4% 94.8% 103.4% 86.0% 84.5%

第8期

累計
73.7% 62.9% 92.4% 105.2%

103.8%

【対計画比】実績値/計画値

居宅介護サービス
短期入所

生活介護

（千円）

短期入所

療養介護

（千円）

特定施設入居

者生活介護

（千円）

R5 72.0% 64.9% 91.9%

福祉用具

貸与

（千円）

特定福祉

用具購入

（千円）

住宅改修

（千円）

居宅介護支援

（千円）

対

計

画

比 R4 69.7% 60.4% 90.7% 104.1% 85.7% 76.2% 104.7%

107.8%

R3 760,167 155,028 1,656,047 1,089,236

第8期

累計
1,906,286 305,935 4,779,809 3,567,794 145,998 282,312 5,122,388

R3 610,872 98,295 1,570,043 1,126,809 46,318 95,431 1,626,113

R4 616,152 1,710,881

96,481 1,785,394

第8期

累計
2,586,836 486,298 5,171,395 3,392,594 169,004 353,427

R5 679,262 108,373 1,641,034 1,258,740 51,062

4,884,794

99,267 1,568,732 1,182,245 48,617

実

績

値

計

画

値

　短期入所生活介護、短期入所療養介護、特定福祉用具購入、住宅改修は、計画値をやや下回っています。住宅改修と

特定福祉用具購入はバリアフリーの住宅が増えていることや、すでに住宅改修・福祉用具購入を実施済みの人が増加している

ことが要因と考えられます。

53,871 112,967 1,566,872

118,668 1,634,853

R5 942,806 166,940 1,785,469 1,167,142 58,388 121,792 1,683,069

R4 883,863 164,330 1,729,879 1,136,216 56,745

90,400
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　夜間対応型訪問介護については、吹田市内にサービス事業所がなく、定期巡回・随時対応型訪問介護看

護等で必要な供給量を補う計画としています。

　認知症対応型通所介護は計画値をやや下回っています。年々減少傾向にありますが、認知症であっても通

常の通所介護を利用する人が一定程度いるためと考えられます。

107.7%

地域密着型サービス

夜間対応型

訪問介護

認知症対応型

通所介護

小規模多機能型

居宅介護

認知症対応型

共同生活介護

【対計画比】実績値/計画値

96.2%

R4 - 59.0% 89.7% 90.6%

対

計

画

比

第8期

累計
0.0% 62.8% 95.7% 87.8%

R3 - 75.8%

R5 - 54.7% 92.3% 79.1%

地域密着型サービス
夜間対応型

訪問介護

（千円）

認知症対応型

通所介護

（千円）

小規模多機能型

居宅介護

（千円）

認知症対応型

共同生活介護

（千円）

2,621,730

R3 0 169,400 301,646 836,514
実

績

値

第8期

累計
0 442,974 959,151

R4 0 140,650 319,526 867,520

R5 0 132,924 337,979 917,697

223,465 280,111 869,875

第8期

累計
0 704,963 1,002,534

　　エ　地域密着型サービス

R4 0 238,408 356,146 957,259

R5 0 243,090 366,277 1,159,553

計

画

値

2,986,687

R3 0
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　定期巡回・随時対応型訪問介護看護、看護小規模多機能型居宅介護は実績値が計画値を大きく下

回っています。これは、整備が計画通りに進まなかったことが原因と考えています。

57.0%

地域密着型サービス

地域密着型介護老人福祉

施設入所者生活介護

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護

看護小規模

多機能型居宅介護
地域密着型通所介護

【対計画比】実績値/計画値

78.3%

R4 79.0% 30.7% 42.7% 75.2%

対

計

画

比

第8期

累計
81.3% 35.3% 50.0% 76.5%

R3 95.7% 49.4%

R5 74.3% 30.4% 52.7% 75.9%

地域密着型サービス
地域密着型介護老人福祉

施設入所者生活介護

（千円）

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護

（千円）

看護小規模

多機能型居宅介護

（千円）

地域密着型通所介護

（千円）

3,000,899

R3 601,527 179,089 78,178 984,660
実

績

値

第8期

累計
2,002,211 512,606 284,233

R4 621,370 167,157 92,172 988,648

R5 779,314 166,360 113,883 1,027,591

362,174 137,160 1,257,169

第8期

累計
2,464,097 1,453,114 568,940

R4 786,962 544,599 215,754 1,314,198

R5 1,048,639 546,341 216,026 1,352,993

計

画

値

3,924,360

R3 628,496
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　介護療養型医療施設は、令和５年度までの経過措置の後、廃止されました。なお、吹田市には介護療養

型医療施設と介護医療院はなく、給付実績があるのは、他市町村で利用している被保険者がいるためです。

-

施設サービス

特別養護老人ホーム 介護老人保健施設 介護療養型医療施設 介護医療院

【対計画比】実績値/計画値

52.3%

R4 93.4% 98.2% - 41.3%

対

計

画

比

第8期

累計
94.0% 100.2% - 51.1%

R3 93.5% 96.9%

R5 94.9% 105.7% - 59.6%

施設サービス

特別養護老人ホーム

（千円）

介護老人保健施設

（千円）

介護療養型医療施設

（千円）

介護医療院

（千円）

71,188

R3 3,850,498 2,653,701 121 24,275
実

績

値

第8期

累計
11,735,773 8,241,305 4,209

R4 3,911,747 2,690,588 2,971 19,205

R5 3,973,528 2,897,016 1,118 27,708

2,739,359 0 46,442

第8期

累計
12,490,313 8,221,117 0

　　オ　施設サービス

R4 4,185,928 2,740,879 0 46,467

R5 4,185,928 2,740,879 0 46,467

計

画

値

139,376

R3 4,118,457
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（４）地域密着型サービス事業所の整備数

　　ア　第８期計画における地域密着型サービス事業所の必要整備数及び整備状況

2024年3月末現在

事業名
計画数

（A）

整備済数
（開設準備中を含む）

（B）

整備残

（A）-（B）

小規模多機能型居宅介護 １か所 １か所 ０か所

看護小規模多機能型居宅介護 １か所 0か所 １か所

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 １か所 １か所 ０か所

認知症高齢者グループホーム
２か所

（６ユニット）

２か所

（５ユニット）
1ユニット（※）

小規模特別養護老人ホーム ２か所 ２か所 ０か所

　　イ　第９期計画における地域密着型サービス事業所の必要整備数及び整備状況

2024年9月末現在

事業名
計画数

（A）

整備済数
（開設準備中を含む）

（B）

整備残

（A）-（B）

看護小規模多機能型居宅介護 １か所 0か所 １か所

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 １か所 0か所 １か所

認知症高齢者グループホーム
１か所

（３ユニット）
0か所

１か所

（３ユニット）

※　必要整備数２か所（６ユニット（共同生活住居）分）のうち、整備済数２か所（５ユニット）となったため、

　残り１ユニットが、第８期計画中の必要整備数となっています。
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　　ウ　サービス整備圏域別地域密着型サービスの整備状況

2024年4月1日現在

サービス

整備

圏域

状況

地域密着型介護老

人福祉施設入所者

生活介護

（小規模特別養護

老人ホーム）

認知症対応型

共同生活介護

（認知症高齢者グ

ループホーム）

小規模多機能型

居宅介護

看護小規模多機能

型居宅介護

定期巡回・随時対

応型訪問介護看護

認知症対応型

通所介護

（デイサービス）

夜間対応型

訪問介護

第9期必要整備数

開設済

・ハピネスさんあい

Next

・「あい」

・きさく苑吹田

・寿

・ハピネスさんあい

・ハピネスさんあい

開設準備・協議中

第9期必要整備数

開設済

・ヴィラコティ岸部

・市立岸部中

・愛の家グループ

ホーム吹田

・豊津の郷

・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｲｼﾞﾌﾘｰ

ｹｱｾﾝﾀｰ吹田健都

・メルヴェイユ吹田

・なでしこ吹田

・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｲｼﾞﾌﾘｰ

ｹｱｾﾝﾀｰ吹田健都

・吹田竜ケ池

・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｲｼﾞﾌﾘｰ

ｹｱｾﾝﾀｰ吹田健都

開設準備・協議中

第9期必要整備数

開設済

・陽翠苑

・憩～江坂～

・エコ吹田

・やすらぎ

・明日葉

・憩～江坂～

・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｲｼﾞﾌﾘｰ

ｹｱｾﾝﾀｰ吹田江坂町

・SOMPOケア吹田

定期巡回

・エバーグリーン

開設準備・協議中

第9期必要整備数
１か所

(又は山田・千里丘)

１か所

(又は山田・千里丘)

開設済
・縁（ゆかり）

・寿楽荘春日

・めいの家

・里（みちのり）

・千里の郷

・楽（このむ）

・寿楽荘竹谷生活

リハビリハウス

開設準備・協議中

第9期必要整備数

１か所

(又は千里山・

佐井寺)

1か所

(又は千里NT・

万博・阪大)

１か所

(又は千里山・

佐井寺)

開設済

・メヌホット千里丘 ・たんぽぽ

・ここから南千里

・メヌホット千里丘

・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｲｼﾞﾌﾘｰ

ｹｱｾﾝﾀｰ吹田山田西

・いのこの里

開設準備・協議中

第9期必要整備数
１か所

(廃止した施設分)

1か所

(又は山田・千里丘)

開設済

・スローライフ千里

・はるる

・憩～北千里～

・スローライフ千里

・たのしい家南千里

・髙寿古江台

・憩～北千里～

・はるる ・チャームヘルパース

テーション千里津雲

台

開設準備・協議中
・（仮称）アリス佐

竹台

・（仮称）アリス佐

竹台

第9期必要整備数 1か所 1か所 1か所

廃止等により不足

した施設の補充
1か所

開設済 9施設 19施設 9施設 2施設 3施設 5施設 0施設

開設準備・協議中 1施設 1施設 0施設 0施設 0施設 0施設 0施設

JR以南

千里NT

万博

阪大

全市域

片山

岸部

豊津

江坂

南吹田

千里山

佐井寺

山田

千里丘
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（５）介護予防・日常生活支援総合事業

　　ア　高齢者安心・自信サポート事業（介護予防・生活支援サービス事業）

　　イ　吹田市民はつらつ元気大作戦（一般介護予防事業）

　（ア）介護予防普及啓発事業

　（イ）地域介護予防活動支援事業

79%

73%

131% 140%

対計画比

172グループ 300グループ 57%

127人 202人 63%

69%

63%

150%

実績 計画値

21か所 15か所

1,509人

6人

1,779人

3人

1,635人

4回 1,197人

3回 258人

77%

200%

102%

150%

82%

1,956人

3人

1,746人

2人

2,006人

1回 163人89人

令和３年度（2021年度） 令和４年度（2022年度） 令和５年度（2023年度）

開催回数 延参加者数

269回 1,964人

16回 173人

2回 56人

14回 135人

2回 97人

64人

69人

643人

143人

開催回数 延参加者数

272回

12回

2回

8回

2回

3回

3回

1回

68人

68人

299人

0人

109人

1,594人

11人

1,643人

3人

1,655人

1,665人

11人

1,561人

2人

84%

367%

97%

150%

85%

1,907人

3人

1,702人

2人

1,956人

令和５年度（2023年度）

いきいき百歳体操

活動支援実施グループ数

栄養改善講演会

脳いきいき教室

認知症予防講演会

笑いと介護予防講演会

はつらつ体操教室

お口元気アップ教室

口腔機能向上講演会

332回

12回

2回

2,226人

91人

今こそ！栄養教室 9回

2回

0回

3回

1回

1,993人

73人

51人

48人

介護予防推進員

登録者数

ひろばｄｅ体操

実施箇所数

令和３年度（2021年度） 令和４年度（2022年度）

実績 計画値 対計画比 実績 計画値 対計画比

155グループ

137人

163グループ

123人

21か所

235グループ

194人

14か所17か所

195グループ

187人

13か所

訪問型サポートサービス

通所型入浴

サポートサービス

介護予防ケアマネジメント

訪問型短期集中

サポートサービス

通所型サポートサービス

90%

367%

94%

100%

1,704人 90%

1,852人

3人

1,653人

2人

1,899人

開催回数 延参加者数

令和５年度（2023年度）令和３年度（2021年度） 令和４年度（2022年度）

実績

（9月分）
計画値 対計画比

実績

（9月分）
計画値 対計画比

実績

（9月分）
計画値 対計画比
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（６）介護給付費決算額

（単位：千円）

実績 計画値 対計画比 実績 計画値 対計画比 実績 計画値 対計画比

25,974,848 27,304,556 95% 26,724,931 28,789,195 93% 28,417,522 29,842,704 95%

居宅サービス費 14,924,892 15,100,447 99% 15,593,393 15,861,483 98% 16,668,512 16,338,995 102%

地域密着型サービス費 3,151,012 3,758,450 84% 3,197,044 4,413,326 72% 3,475,748 4,932,919 70%

施設サービス費 6,528,595 6,904,258 95% 6,624,510 6,973,274 95% 6,899,369 6,973,274 99%

特定入所者介護サービス費 493,029 592,172 83% 413,427 565,765 73% 410,068 586,473 70%

高額介護サービス費 754,750 803,233 94% 755,436 820,814 92% 817,737 850,854 96%

高額医療合算介護サービス費 98,780 122,037 81% 116,382 129,173 90% 120,022 133,900 90%

審査支払手数料 23,790 23,959 99% 24,739 25,360 98% 26,066 26,288 99%

1,529,365 1,763,962 87% 1,537,627 1,785,768 86% 1,641,599 1,899,076 86%

介護予防・日常生活支援

総合事業費
991,468 1,208,795 82% 1,011,951 1,230,584 82% 1,053,570 1,283,077 82%

包括的支援事業 480,890 467,121 527,051

任意事業費 57,007 58,555 60,978

27,504,213 29,068,518 95% 28,262,558 30,574,963 92% 30,059,121 31,741,780 95%合計（①＋②）

555,167 87% 555,184 84% 615,999 86%

②地域支援事業費

令和３年度（2021年度） 令和４年度（2022年度） 令和５年度（2023年度）

①標準給付費
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